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め
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の
手
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文
や
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銘
文
等
か
ら
知
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れ
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官
営
手
工
業、

第
四
挽

山

卒
成
十
年
三
月
設
行

田

勝

芳

- 1一

あ
る
い
は
市
官
の
監
督
下
に
あ
っ
た
と
み
ら
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れ
る
工
房
等
に
関
係
す
る
諸
史
料
の
増
加
は
、
こ
の
時
代
の
官
営
手
工
業
の
諸
側
面
を
か
な
り
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
筒

の
秦
代
工
官
・
工
人
閥
係
法
律
文
は
、
具
瞳
的
な
工
官
運
営
・
製
品
規
格
・
努
働
ノ
ル

マ
・
営
働
編
制
・

チ
ェ
ッ
ク
償
制
等
を
明
ら
か
に

し

fこ

ま
た
工
官
に
関
係
す
る
官
印

・
封
泥
等
の
史
料
も
多
い
。

」
の
よ
う
な
全
般
的
史
料
の
増
加
は

『
漢
書
』
巻
一

九
上
、

百
官
公
卿
表

上
、
及
び
『
続
漢
書
』
百
官
志
か
ら
知
ら
れ
た
各
種
工
官
の
設
置
朕
況
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
視
角
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
つ
つ
あ

る。
官
営
手
工
業
は
君
主
御
用
の
諸
器
物

・
武
器
等
の
生
産
と
、
軍
事
園
家
睦
制
を
維
持
す
る
た
め
の
大
量
の
武
器
生
産
を
主
目
的
と
し
た
。
各

種
民
間
手
工
業
者
が
戦
園
時
代
以
降
増
加
し
、
都
市
を
中
心
と
し
て
生
産
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
絶
え
ず
こ
の
官
営
手
工
業
と
の
関
連
で

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
軍
事
櫨
制
維
持
の
た
め
に
強
制
的
に
多
様
な
形
態
で
工
匠
が
官
営
工
業
に
吸
牧
さ
れ
て
い
る
時
期
と
、
そ
れ

が
緩
和
さ
れ
た
時
期
と
で
は
自
ず
か
ら
民
間
手
工
業
の
在
り
方
も
異
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
官
経
由
と
民
間
と
の
闘
わ
り
と

- 2 ー

そ
の
展
開
に
つ
い
て
の
追
究
は
、
必
然
的
に
手
工
業
全
般
の
大
き
な
時
代
的
援
遜
の
考
察
を
要
請
し
、
中
園
古
代
一
商
工
業
の
襲
動
と
い
う
極
め

て
大
き
な
研
究
課
題
に
も
関
わ
る
の
で
あ
る
。

(
1
〉

秦
漢
時
代
の
官
営
手
工
業
の
制
捜
遜
を
制
度
史
的
に
検
討
し
、

本
稿
に
お
い
て
は

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
を
も
追
究
し
た
い
。

な

ぉ
、
こ
こ
で
い
う
工
官
は
官
営
手
工
業
全
般
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、

よ
り
狭
く
器
物

・
武
器
製
作
を
措
賞
し
た
諸
官
を
指
し
て

い
る
。

秦
代
の
工
・
工
室
閥
係
法
規
定
と
鉱
労
働
編
制

(

2

)

 

先
に
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
か
ら
知
ら
れ
る
秦
代
の
工
官
・
市
官
・
田
官
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
こ
で
の
工
官
に
闘
す
る
結
論
を
ま
ず
述

べ
て
お
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

中
央

・
地
方
の
器
物
・
武
器
等
製
作
携
嘗
官
署
の
多
く
は

「工
室
」
を
正
式
名
稽
と
し
、
漢
代
に
は
正
式
名
稽
と
な
る
「
工
官
」
は
、

あ
る

い
は
工
捻
首
官
署
と
い
う
意
味
の
俗
稀
と
し
て
秦
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
三
五
日
と
は
異
な
り
、
秦
の
庫
は
武
器
の
牧
臓
の
み



せ
い
ぜ
い
そ
れ
を
修
繕
す
る
工
が
配
置
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
基
本
的
に
内
史
や
郡
に
直
属
し
た
工
室
と
懸
と
は
切
り
離
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
工
室
の
長
官
は
工
師
で
あ
り
、
そ
の
下
に
丞
以
下
の
官
吏
と
工
の
班
長
と
で
も
い
う
べ
き
曹
長
、
及
び
工
が

配
置
さ
れ
、
丞
相
や
郡
守
の
命
書
に
よ
っ
て
作
造
し
て
い
た
。
工
室
は
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
た
蘇
名
を
冠
し
て
某
懸
工
室
、
略
し
て
「
鯨
工
」

と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
機
陽
雄
一
寸
の
要
鯨
で
は
右
・
左
の
二
工
室
が
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
秦
・
前
漢
時
代
の
貨
幣
史
を
論
じ
た
際
に
、
秦
代
の
工
官
に
つ
い
て
、
「
先
進
地
域
の
三
菅
地
域
と
は
異
な
り
、
秦
は
経
済

的
に
遅
れ
て
い
た
分
、
園
家
が
主
導
権
を
と
っ
て
各
種
武
器
・
器
物
の
製
造
を
行
わ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
に
中
央
・
地
方
に
工
室
を
数
多
く
設

〈

3
〉

置
し
た
理
由
が
あ
っ
た
。
」
と
い
う
理
解
を
示
し
た
。

を
行
い
、

本
節
に
お
い
て
は
工
・
工
室
開
係
法
規
定
と
献
労
働
編
制
を
、
次
節
で
は
工
室
の
設
置
朕
況
を
そ
れ
ぞ
れ
問
題
と
し
、
同
時
に
右
の
理
解
に
つ

い
て
も
必
要
に
慮
じ
て
確
認
・
補
充
を
し
て
お
き
た
い
。

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
で
は
、

「
作
務
」
と
あ
る
関
市
律
一
僚
、

工
律
が
六
僚
、

(七

O
七
筒
、

(
4〉

一七

O
頁
)

- 3 ー

と
同
じ
意
味
の
工
人
程
三
僚
、
均
工
律
二
篠
、

長
」
が
見
え
る
一
俊
、

「
工
の
人
程
」
即
ち
「
作
務
員
程
」

「隠
官
工
」
が
見
え
る
軍
爵
律
一
保
、
及
び
秦
律
雑
抄
の
「
省
」

「
牒
工
」
等
が
見
え
る
一
僚
、
工
に
よ
る
「
斡
」
の
選
揮
に
闘
す
る
一
俊
、
等
が
直
接
関
係
す
る
規
定
で
あ

る
。
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
法
規
定
か
ら
知
ら
れ
る
事
柄
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
工
隷
臣
」

「
工
師
」

「
酋
日

「
命
書
L

(

5

)

 

秦
代
、
法
律
用
語
で
、
器
物
・
武
器
製
作
を
措
嘗
す
る
工
人
は
「
工
」
と
、
手
工
業
及
び
手
工
業
者
は
「
作
務
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
た
。

民
間
手
工
業
者
は
、
関
市
律
(
一
六
四
筒
、
四
一
了
四
三
頁
)
に
よ
り
、
そ
の
販
買
に
つ
い
て
は
市
吏
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
木

「
市
」
紘
一
寸
と
熔
印
さ
れ
た
高
紐
漆
器
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
器
物
製
作
段
階
で
市
吏
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
み

胎
に
「
亭
」

(

6

)

 

ら
れ
る
。

703 

中
央
・
地
方
各
工
室
配
属
の
工
は
、
工
名
籍
に
-
記
載
さ
れ
、
そ
の
名
籍
で
は

「
新
工
」
・
「
故
工
」

な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
期
聞
は
新
工
が
二
年
、
故
工
が
一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
教
育
期
間
で
も
一
定
の
製
作
ノ
ル
マ
達
成
が
求
め
ら

(
か
つ
て
工
で
あ
っ
た
者
〉
と
い
う
匡
分
も
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(

7

)

 

れ
た
し
、
速
や
か
に
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
て
期
聞
を
短
縮
す
れ
ば
恩
賞
を
受
け
、
逆
の
場
合
は
そ
の
名
を
内
史
に
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
工
名
籍

の
中
央
の
管
轄
機
聞
は
内
史
で
あ
っ
た
(
均
工
律
。

一
七
八
・
一
七
九
簡
。
四
六
頁
)
。

秦
は
武
器
や
器
物
製
作
の
た
め
に
工
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
隷
臣
妾

・
城
旦
等
の
刑
徒
で
も
工
の
技
能
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は

「
工
隷

臣
」
等
と
し
た
(
均
工
律
。

一八

O
街
。
四
六
1

四
七
頁
。

秦
律
雑
抄
。
三
四
六
|
三
四
八
簡
。
八
四
頁
)
。

彼
等
に
つ
い
て
は
た
と
え
本
人
な
い
し
親

ま
た
「
隠
官
工
」
も
あ
る
(
軍
爵
律
。
一
一
二
三
筒
。
五

族
、
が
軍
功
爵
を
得
て
「
庶
人
」
に
な
っ
て
も
、

や
は
り
工
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。

五・
1

五
六
頁
U

。

(

8

)

 

さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
時
制
等
の
肉
瞳
損
傷
を
被
っ
た
者
を
「
お
も
て
」
に
出
さ
ず
に
各
種
器
物
製
作
に
従
事
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

秦
王
政
元
年
(
前
二
四
六
)
の
十
二
月
に
起
き
た
事
件
で
鯨
城
旦
刑
と
さ
れ
た
楽
人
が

「
隠
官
」

(
築
工
・
繁
人
)
と

こ
の
よ
う
な
出
自
を
有
す
る
工
は
、
同
一
器
物
・
武
器
に
つ
い
て
は
大
小
等
に
う
い
て
同
一
規
格
で
製
作
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
(
工
律
。

こ
れ
は
耕
戦
の
民
動
員
に
お
い
で
ほ
ぼ
同
一
の
訓
練
を
行
い
、

〔
功
)

格
を
有
す
る
大
量
の
武
器
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
歳
紅
」

一
六
五
節
。
四
コ
一
頁
)
。

同
一
の
装
備
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

一
定
の
規

- 4ー

(
年
閲
製
作
ノ
ル
マ
)
が
決
め
ら
れ
(
均
工
律
)

製
作
し
た
器
物
に

つ
い
て
は
「
省
」

(
量
と
質
の
検
査
〉
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
各
曹
の
省
で
「
臆
」
(
評
債
最
下
)
と
さ
れ
る
と
曹
長
と
工
は
そ
れ
ぞ
れ

「盾
L

「
絡
」
の
罰
金
刑
を
受
け
た
ハ
秦
律
雑
抄
。
三
四
五
三
四
九
簡
。
八
三
・
八
四
頁
)
。
ま
た
秦
律
雑
抄
の

「
采
山
」
の
規
定
に
績
い
て

ノ

ル
マ
未
達
成
あ
る
い
は
検
査
前
の
紛
失
に
つ
い
て
曹
長
が
罰
金
刑
を
受
け
る
規
定
が
あ
る
が
(
三
五

0
・
三
五
一
簡
。
八
四
l
八
五
頁
)
、

こ
れ
は

こ
の
前
後
に
あ
る
「
采
山
」
あ
る
い
は
「
大
官
」
・
「
右
・
左
府
」
・
「
采
織
」
だ
け
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、

工
全
般
に
関
わ
る
規
定
で
あ

っ
た
と
推
測
す
る
。

工
が
配
属
さ
れ
た
中
央
・
地
方
の
各
工
室
に
は
、

昭
王
二
五
年
(
前
二
八
二
)
紀

(

9

)

 

工
師
と
と
も
に
丞
の
記
載
が
あ
る
の
で
昭
王
代
の
あ
る
時
期
に
機
構
整
備
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

長
官
の
工
師
以
下
が
置
か
れ
て
い
た
。

江
村
治
樹
氏
は
、

年
の
上
郡
文
以
降
、

「
丞
」
は
畜
夫
の
補
佐

た
る
「
佐
」
等
と
は
異
な
る
各
官
臆
・
官
署
の
次
官
で
あ
る
。
官
僚
機
構
に
お
け
る
同
一
役
職
名
は
、
そ
の
官
麗
・
官
署
聞
に
上
下
の
ラ
ン
ク

が
あ
っ
て
も
機
能
的
に
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
秦
で
は
こ
の
時
期
に
工
室
に
つ
い
て
工
師
を
長
官
と
し
て
機
構
整



備
を
行
い
、
他
の
牒
や
各
官
署
と
同
様
な
次
官
と
し
て
の
丞
を
配
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
工
匠
の
長
を
意
味
し
た
「
大
匠
』
が
秦
代
に

将
作
少
府
の
官
と
な
り
前
漢
代
に
賂
作
大
匠
の
長
官
と
な
る
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
た
の
と
同
様
に
、
秦
の
工
師
は
「
工
の
親
方
」
的
な
本
来
の

意
味
か
ら
工
室
の
長
官
と
い
う
官
名
へ
の
護
展
を
遂
げ
た
。

工
師
・
丞
の
下
に
吏
が
配
置
さ
れ
、
器
物
生
産
に
関
わ
ら
な
い
、
官
署
の
一
般
的
事
務
を
捲
嘗
し
た
。
そ
の
た
め
吏
は
工
師
・
丞
及
び
曹
長

(

叩

)

と
工
と
い
う
ラ
イ
ン
と
は
異
な
っ
て
工
室
が
新
設
さ
れ
た
と
き
以
外
、
省
殴
に
よ
る
罰
を
受
け
て
い
な
い
。
漢
代
の
工
官
で
は
、
器
物
製
作
工

は
「
造
」
、
主
任
の
吏
(
「
主
者
」
)
は
「
主
」
、

主
に
長
官
・
次
官
が
な
る
省
官
は
「
省
」
と
記
し
た
。

こ
れ
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
秦
代
で
は
宇

工
半
吏
的
曹
長
が
い
わ
ば

「主」

の
役
割
を
帯
び
て
い
た
。

こ
れ
は
、

工
師
|
工
大
人
(
の
ち
曹
長
)
|
工
と
い
う
古
い
工
房
組
織
以
来
の
、

工
人
中
心
的
組
織
原
理
が
濃
厚
に
蔑
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
工
師
も
そ
の
よ
う
な
性
格
の
た
め
「
省
」
さ
れ
る
立
場
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

「
省
」
の
役
割
は
上
級
官
醸
の
内
史
な
い
し
郡
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
工
師
は
、
牒
令
が
牒
沓
夫
・
大
昔
夫
と
も
呼
ば
れ
た
と
同
様
に

(
秦
律
雑
抄
。
三
四
六
1

三
四
八
街
。
八
四
頁
〉
と
も
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
省
規
定
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
各
年
度
の
器
物

製
作
の
ノ
ル
マ
達
成
・
品
質
管
理
、
更
に
は
工
の
教
育
に
責
任
を
負
っ
た
。
ま
た
工
名
籍
を
所
属
す
る
内
史
な
い
し
郡
に
上
呈
し
、
上
計
の
際

「
(
工
室
)
畜
夫
」

- 5 ー

に
は
細
か
く
器
物
ご
と
に
支
出
帳
簿
を
別
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
(
工
律
。

二
ハ
六
簡
。
四
三
頁
)
。

ま
た
工
は
鯨
等
の
各
官
署
に
も
器
物
製
作
あ
る
い
は
修
繕
の
た
め
に
若
干
配
属
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
庫
配
胃
腸
の
修
繕
工
は
武
器
製
作
を

行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
郡
の
武
庫
配
置
の
工
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
、
荷
駄
運
搬
用
の
大
車
の
製
作
も

木
工
及
び
陶
工
が
配
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
刑
徒

行
っ
た
土
木
工
事
捲
嘗
の
司
空
に
は
(
司
空
律
。
二
一
四
|
一
二
六
筒
。
四
九
頁
)
、

工
の
比
重
が
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
及
び
工
と
と
も
に
各
種
器
物
・
武
器
製
作
、

(

ロ

)

性
別
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
ノ
ル
マ
規
定
が
工
人
程
で
あ
司
た
。
ま
た
均
の
理
念
に
基
づ
い
て
工
の
第
働
を
均
に
す
る
た
め
に
均
工
律
が
作
ら

工
室
や
各
官
に
配
置
さ
れ
て
い
る
工
、

(

日

)

織
布
・
縫
製
等
に
従
事
し
た
者
の
身
長
(
年
齢
)
及
び

705 

れ
た
。

工
律
は
そ
の
残
さ
れ
た
篠
文
か
ら
み
て
器
物
製
作
と
そ
の
上
計
、
製
作
諸
器
物
の
取
扱
規
定
と
い
え
る
が
、
秦
律
雑
抄
の
工
室
・
工
開
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係
規
定
が
工
律
の
文
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

工
律
は
「
官
営
工
房
と
工
、
及
び

器
物
製
作
・
取
扱
に
関
す
る
律
」
と
な
る
。
ま
た
工
律
で
は
官
有
器
物
取
扱
に
お
け
る
刻
久

・
漆
書
に
よ
る
所
藤
機
関
の
明
示
が
強
く
求
め
ら

そ
れ
は
官
営
工
房
と
官
所
属
工
と
に
闘
す
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、

れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
工
関
係
諸
規
定
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
秦
の
軍
園
主
義
的
韓
制
の
下
、
武
器

・
軍
服
等
の
生
産
を
第
一
義
的
に
求
め

ら
れ
た
工
室
や
諸
工
房
の
在
り
方
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
従
事
す
る
工

・
刑
徒
工

・
刑
徒

・
箔
役
被
徴
護
者
等
の
第
働
編
制
で
あ
る
。

工
室
は
鯨
城
等
の
都
市
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
銅
山
で
採
掘
さ
れ
精
錬
さ
れ
た
銅
等
の
原
料
に
よ
っ
て
青
銅
武
器

・
器
物
の
生
産
に

嘗
っ
た
が
、
文

・
戟
等
は
ま円
銅
の
刃
部
だ
け
で
は
武
器
と
し
て
の
役
目
を
果
た
さ
ず
、
木
幹
を
作
っ
て
銅
文
等
と
接
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
木
工
・

漆
工
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
木
幹
に
も
製
作
し
た
工
室
・

工
人
名
等
が
刻
重
・
漆
書
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

残
存
青
銅
武
器
の
全
て
に
銘
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
理
由
の
一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
鍛
製
武
器
製
造
専
門
の
工
人
等
も

必
要
で
あ
っ
た
。

- 6ー

こ
の
よ
う
な
多
種
類
の
工
を
抱
え
て
お
く
必
要
が
各
工
室
に
は
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
に
つ
い
て
は
工
官
所
属
の
工
だ
け
で
な
く
、

(

日

)

長
」
か
ら
窺
わ
れ
る
径
役
に
よ
る
民
間
工
匠
の
徴
設
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
「
工
隷
臣
」

「
工
更

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
工
室
所
属
工
匠
の
中
に
も
恵
文
王

「
四
年
」

「
工
城
互
」
「
工
鬼
薪
」
等
刑
徒
工
も
多
か
っ
た

(

M

)

 

(
後
元
四
年
だ
と
す
れ
ば
前
三
二一

〉
銘
や
秦
王
政
二
一
年
(
前
一一一一
六
)
銘

(
『
文
物
』
一
九
六
六
|
一
)

に
上
造
(
第
二
級
〉
の
有
爵
者
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
工
室
所
属
の
工
匠
た
ち
の
身
分
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
彼
ら
は
基
本
的
に
爵
位
を
持
ち
得
る
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
工
室
の
隷
属
民
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

軍
園
的
瞳
制
維
持
の
た
め
に
工
室
に
労
働
力
を
集
中
し
て
武
器
生
産
を
行
っ
た
秦
は
、
右
の
民
間
工
匠
や
工
名
籍
に
附
け
ら
れ
た
工
隷
臣
等

の
刑
徒
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
刑
徒
た
ち
を
皐
純
傍
働
に
従
事
さ
せ
た
。
熟
練
技
術
を
要
す
る
部
分
の
他
に
、
運
搬
、

フ
イ
ゴ
を
動
か
す
者

等
の
多
様
な
皐
純
努
働
力
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
各
豚
の
司
空
の
下
に
は
、

し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
の
職
務
上
、
麻
内
の
大
多
数
の
刑
徒
が
所
属

こ
の
司
空
(
沓
夫
)
の
下
の
刑
徒
こ
そ
が
工
室
の
刑
徒
第
働
力
の
供
給
元
で
あ
っ
た
。

更
に
「
下
吏
」

(工
人
程
。



七
五
街
。
四
五
頁
〉
と
い
う
言
葉
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
役
に
よ
っ
て
責
(
負
債
)
・
貸
〈
罰
金
)
・
噴
罪
を
償
お
う
と
す
る
居
作
者
も
あ

り
、
こ
れ
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ア
た
で
あ
ろ
う
。
女
子
の
場
合
は
、

工
室
に
必
ず
し
も
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
鯨
の
官
府
等
で
の
仕
事
の
方

が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
軍
服
縫
製
や
武
器
に
必
要
な
紐
類
の
生
産
に
嘗
る
こ
と
も
あ
ア
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
傍
役
は
、
非
常
事
態

〈
間
以
)

の
場
合
は
更
に
「
小
」
の
「
可
使
」
年
齢
ま
で
に
嬢
大
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

工
室
の
第
働
力
の
多
く
は
工
室
が
所
在
す
る
鯨
に
大
き

く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
蘇
の
長
官
で
あ
る
鯨
令
が
工
室
に
つ
い
て
も
一
定
の
開
興
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
り
わ
け
工
室
設
置

(

日

)

初
年
度
に
つ
い
て
は
秦
律
雑
抄
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
大
き
な
責
任
を
負
っ
た
の
で
あ
る
。

秦
の
工
室
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
工
室
は
工
の
教
育
機
関
で
も
あ
っ
た
が
、
絶
え
ず
新
た
な
教
育
を
要
す
る
工
が
入
っ
て
く

る
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
お
り
、
技
術
俸
授
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
な
形
が
主
で
、
俸
授
面
で
特
定
の
家
柄
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
同
一
規
格
の
武
器
等
の
大
量
生
産
を
貧
現
す
る
た
め
に
都
合
が
よ
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
工
の
子
だ
け
が
工
に
な
る
の
で
は

こ
の
よ
う
に
、
得
役
従
事
者
や
豚
司
空
の
刑
徒
の
み
な
ら
ず
居
作
者
等
も
含
め
て
、

- 7ー

な
く
、
あ
る
程
度
技
術
を
習
得
で
き
そ
う
な
者
は
工
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

秦
代
の
諸
工
室

職
圏
各
園
は
総
力
戦
を
展
開
す
る
た
め
に
様
々
な
形
態
の
官
管
工
房
を
設
置
し
、
ま
た
君
主
の
宮
廷
生
活
の
た
め
に
採
算
を
度
外
視
し
た
器

物
製
作
も
行
っ
た
。
主
と
し
て
こ
の
二
つ
の
要
因
が
関
連
し
あ
っ
て
戦
園
時
代
の
官
管
工
房
は
量
的
・
質
的
な
護
展
を
み
た
。
諸
園
の
府
・
庫

(

口

〉

系
統
工
房
に
つ
い
て
は
佐
原
康
夫
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
三
菅
地
域
の
兵
器
監
造
者
に
鯨
令
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
地
域
の
都
市
の
自
立
性

(
叩
叩
)

の
強
さ
を
指
摘
す
る
江
村
治
樹
氏
の
研
究
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
三
晋
を
始
め
と
す
る
東
方
各
園
で
は
、
府
や
庫
と
い
う
器
物
・
武
器

を
牧
蔵
管
理
す
る
機
関
の
下
に
工
房
が
あ
り
、
そ
の
製
作
責
任
者
は
多
く
工
師
で
、
音
夫
の
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
主
排
者
の
下
に
造
者
た
る
工

707 

が
所
属
し
た
こ
と

更
に
監
造
者
に
は
園
都
及
び
地
方
の
蘇
令
や
中
央
直
属
工
房
で
は
相
邦
〈
越
)
や
邦
司
冠
(
貌
)
等
が
あ
た
司
た
こ
と
が
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(

凹

)

わ
か
る
。
ま
た
『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
の
「
庫
法
」
等
に
も
庫
に
畜
夫

・
吏
と
と
も
に
工
師

・
工
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
方
諸
固
に
封
し
て
、
秦
で
は
工
室
と
い
う
名
稿
の
、
府
や
庫
に
所
属
し
な
い
濁
立
の
工
官
が
中
央

・
地
方
の
器
物

・
武
器
製

作
を
捻
嘗
し
、
庫
に
は
中
央
の
武
庫
及
び
各
郡
武
庫
及
び
各
燃
の
庫
が
あ

っ
た
。
ま
た
戦
圏
諸
国
の
庫
附
属
工
房
の
工
師
は
、
官
吏
だ
と
し
て

ま
た
冶
工

・
木
工
等
ご
と
、
あ
る
い
は
小
工
房
、こ
と
に
複
数
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
に

封
し
て
、
秦
の
工
師
は
工
室
の
長
官
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
決
定
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
工
室
の
運
営
が
+
次
第
に
官
僚
制
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
本
来
的
に
工
匠
の
長
で
あ
?
た
工
師
に
も
工
出
身
者
以
外
の
者
が
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
長
官
名
が
他
の
諸
官
と
同
様

も
車
回
夫
な
い
し
そ
れ
以
下
の
ク
ラ
ス
で
あ
り
、

に
令

・
長
に
襲
化
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
統
一
以
降
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

(
初
)

百
官
公
卿
表
上
の
中
尉
所
属
「
寺
互
」
は
「
寺
工
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、
漢
で
は
寺
工
で
製
作
し
た
武
器
を
同
じ
中
尉
所
属
の
武
庫
に
牧
蔵

(

幻

〉

し
、
少
府
所
属
の
考
工
製
作
の
武
器
を
若
直
に
牧
醸
し
た
。
そ
し
て
寺
工
は
漢
初
少
府
に
所
属
し
て
お
り
、
朔

っ
て
秦
一帝
園
期
で
は
官
営
手
工

- 8 ー

業
全
般
を
統
括
し
た
少
府
が
、

漢
代
に
見
ら
れ
る
若
直
の
よ
う
な
御
用
武
器
牧
臓
庫
の
み
な
ら
ず
、
中
央
の
武
庫
を
も
所
属
さ
せ
た
可
能
性
が

高
い
。
現
在
、
秦
器
で
中
央
の
武
庫
に
牧
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、

丞
丹
、
工
九
。
武
庫
」

(

辺

)

と
い
う
銘
を
有
す
る
秦
王
政
五
年
(
前
二
四
二
〉
呂
不
幸
克
で
、

「
五
年
、
相
邦
目
不
幸
造
、
少
府
工
室
剤
、

「
少
府
」

こ
れ
は
少
府
工
室
製
作
、

武
庫
牧
顕
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
に
寺
工
製

作
、
武
庫
牧
臓
を
示
す

「
寺
工
」

「
武
庫
受
属
邦
」

「
威
陽
」

「
戊
午
」

(
『
文
物
』
一
九
八
九
|
六
。
矛
)

と
い
う
銘
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
府
工
室
と
寺
工
と
い
う
少
府
所
属
工
官
が
製
作
し
た
武
器
が
主
に
武
庫
に
牧
撤
さ
れ
て
お
り
、
右
の

よ
う
な
漢
代
の
所
属
関
係
か
ら
考
え
て
も
、
武
庫
も
ま
た
少
府
所
属
で
あ
っ
た
し
、

そ
れ
が
秦
王
政
初
年
に
測
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た
内
史
地

匿
の
各
鯨
所
在
工
室
が
製
作
し
た
武
器
も
、

そ
の
近
溢
の
燃
の
庫
の
み
な
ら
ず
中
央
の
武
庫
に
も
牧
癒
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)

さ
て
、
中
央
の
工
官
に
つ
い
て
は
陳
卒
氏
や
亥
仲
一
氏
等
の
諸
研
究
や
績
々
と
報
告
さ
れ
る
青
銅
武
器

・
器
物
銘
文
に
よ

っ
て
、
寺
工
・
少



府
ヱ
室
・
詔
事
・
属
邦
工
室
が
知
ら
れ
る
し
、
右
工
も
あ
っ
た
。
湖
南
省
長
沙
古
墓
出
土
の
、

(

太

)

(

師

)

「
廿
九
年
、
大
后
口
告
、
吏
丞
向
、
右
工
市
象
、
工
大
人
蓋
」
「
長
」

(

川

内

)

と
い
う
針
刻
銘
を
有
す
る
漆
厄
は
、
李
事
勤
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
文
字
が
秦
園
風
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
官
職
・
工
匠
の
記
し
方
が
秦
制
を
反

長
沙
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の

映
し
て
お
り
、

昭
王
二
九
年
(
前
二
七
八
)
に
楚
人
で
あ
る
王
母
宣
太
后
が
命
じ
て
造
り
、

そ
の
後
、

で
あ
る
。
主
排
者
が
右
工
工
師
で
あ
り
、
作
造
者
が
「
工
大
人
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
湖
南
省
岳
城
出
土
の
銅
支
に
よ
っ
て
昭
王
二

O
年
(
前
二
八
七
〉
に
西
工
が
あ
司
た
こ
と
が
わ
か
り
(
『
湖
南
考
古
輯
刊
』

二
年
〉
、
責
盛
嘩
氏
は
一
九
七
八
年
快
西
省
賓
鶏
市
出
土
の
所
謂
「
隣
西
」
支
の
銘
を
「
西
工
宰
」
と
画
再
議
し
て
、
こ
の
「
西
」
は
醜
西
郡
の

(

お

〉

西
鯨
で
は
な
く
、
中
央
の
西
工
で
、
そ
れ
に
見
え
る
「
武
庫
」
も
中
央
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
樟
讃
に
従
い
岳
城
出
土
の
銅
支
銘
と
合

わ
せ
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
昭
王
の
二

0
年
代
に
は
、
中
央
に
西
工
と
い
う
工
官
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
長
官
が
工
師
、
あ
る
い
は
宰
で

あ
ア
た
こ
と
が
わ
か
る
。
局
郡
に
東
工
・
西
工
が
あ
る
の
も
、
秦
武
王
元
年
(
盟
三

O
)
こ
ろ
に
成
都
城
が
造
営
さ
れ
た
際
、
威
陽
の
諸
制
度

(
m
m
)
 

を
模
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
威
陽
に
も
東
工
・
西
工
が
あ
っ
た
と
い
え
る
し
、
そ
れ
を
謹
す
る
の
が
右
の
西
工
で
は
な

一、

一
九
八
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か
ろ
う
か
。
従
っ
て
そ
の
賓
在
を
誼
す
る
有
銘
器
物
は
現
在
ま
だ
護
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
威
陽
に
も
東
工
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

(

幻

)

(

師

)

陳
卒
氏
が
昭
王
一
五
年
(
前
二
九
二
)
か
一
六
年
と
推
定
し
て
い
る
「
丞
相
鏑
造
、
威
口
口
市
葉
」

一
方
、
陳
卒
氏
が
恵
文
王
前
四
年
(
前
三

ま
た
威
陽
に
も
工
室
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

銘
〈
『
貞
松
堂
集
古
遺
文
』
績
編
巻
下
、
戟
)
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

に
は
「
楳
陽
工
」
と
の
み
あ
る
の
に
、
二
世
元
年
(
前
二
O
九
〉
の

「
元
年
、
丞
相
斯
造
、
機
陽
左
工
去
疾
、
工
上
口
口
」
「
石
巴
」
「
武
庫
」

に
は
「
左
工
」
と
あ
り
、
始
皇
帝
時
代
に
は
楳
陽
の
工
官
は
右
工
室
と
左
工
室
の
二
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
様
陽
工
室
の

(
『
考
古
典
文
物
』
一
九
八
三
|
三
。
文
)

709 

援
大
は
後
述
す
る
統
一
後
の
改
編
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

却

〉

工
藤
元
男
氏
の
研
究
が
あ
り
、

属
邦
に
つ
い
て
は
、

「
外
臣
邦
」
を
除
く
「
臣
邦
」

H
H
属
邦
措
嘗
官
で
典
属
邦
が
そ
の
長
官
で
あ
る
と
し
、
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ま
た
郡
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
異
民
族
の
住
む
牒
を
道
と
し
、

そ
れ
も
統
制
し
た
と
す
る
。
長
官
名
に
つ
い
て
は
屡
邦
の
可
能
性
も
あ
る
と
考

い
ず
れ
に
し
て
も
秦
に
お
け
る
異
民
族
統
治
の
重
要
な
役
割
を
帯
び
た
官
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
屡
邦
の
異
民
族
を
動
員
す
る
場

一
般
の
豚
と
同
様
に
武
器
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
司
た
た
め
、
層
邦
が
武
器
を
製
造
す
る
機
闘
を
置
く
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

臣
邦
・
道
に
お
い
て
は
一
般
の
豚
と
は
異
な
り
、
異
民
族
に
武
器
が
渡
る
危
険
を
避
け
て
大
量
の
武
器
を
配
置
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
た
め
中
央
で
常
時
武
器
生
産
を
し
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
必
要
が
あ
ア
た
の
で
あ
ろ
う
。

え
て
い
る
が
、

ム口、
さ
て
、
現
段
階
で
知
ら
れ
る
武
器
等
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
秦
王
政
初
年
の
相
邦
呂
不
意
監
造
以
後
、
萄
郡
な
ど
の
特
別
な
溢
郡
や
臨
時
的
な

場
合
を
除
い
て
、

丞
相
・
郡
守
監
造
例
が
始
皇
帝
時
代
に
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
丞
相
李
斯
監
造
文
の
よ
う
に
、

二
世
皇
帝
一
元
年
に
は

丞
相
監
造
が
見
ら
れ
る
が
、
李
斯
が
超
高
と
と
も
に
二
世
皇
帝
一
を
た
て
た
こ
と
に
よ
る
、
皇
帝
に
劃
す
る
丞
相
の
地
位
の
一
定
の
向
上
が
背
景

(
m
m
)
 

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
江
村
治
樹
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
材
料
不
足
で
あ
っ
て
こ
れ
以
上
の
推
測
は
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
相
邦
呂
不
意

「
九
年
、
相
邦
目
不
意
造
、
局
守
金
、
東
工
守
文
居
、
文
三
。
」

「
成
都
」

「
局
東
工
」

(
『
考
古
』
一
九
九
一

l
一〉
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監
造
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

銘
の
秦
王
政
九
年
(
前
二
三
八
)
相
邦
呂
不
意
監
造
免
は
萄
郡
守
の
監
造
擢
を
相
邦
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
、

(

叩

)

中
央
工
室
の
寺
工
・
少
府
工
室
・
詔
事
が
現
れ
て
く
る
が
、
秦
に
お
け
る
少
府
制
度
は
自
不
掌
将
来
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
こ

れ
ら
工
室
も
目
不
意
と
の
閲
わ
り
が
考
え
ら
れ
、

少
な
く
と
も
少
府
工
室
に
つ
い
て
は
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
段
階
以

降
、
中
央
工
室
と
し
て
の
東
・
西
南
工
、
右
・
左
南
工
が
見
え
な
く
な
っ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
呂
不
意
に
よ
る
新
た
な
工
室
設
置
は
、
こ
れ
ら

奮
来
の
工
室
の
慶
止
・
再
編
を
伴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
相
邦
目
不
章
は
中
央
各
工
室
を
再
編
・
把
握
し
、

さ
ら
に
内
史
地
域
に
郷
接

す
る
上
郡
や
漣
郡
の
萄
郡
の
工
室
の
監
造
権
を
掌
握
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
呂
不
幸
は
秦
王
政
九
年
〈
前
二
三
八
)
謬
毒
の
凱
に
坐
し
、

翌
一

O
年
相
邦
を
克
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
自
不
意
の
失
脚
、

秦
王
政
の
親

政
以
後
は
、
中
央
工
官
は
王
が
直
接
掌
握
し
て
少
府
工
室
の
み
な
ら
ず
お
そ
ら
く
寺
工
等
を
も
少
府
に
所
属
さ
せ
、

秦
王
政
の
二

O
年
〈
前
-



更
に
奮
来
内
史
に
直
属
し
た
内
史
地
匿
の
鯨
工
室
の
み
な
ら
ず
上
郡
等
の
鯨

工
室
を
も
直
属
さ
せ
る
に
至
司
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
ロ
ロ
不
意
に
よ
る
擢
力
集
中
を
秦
王
政
が
そ
の
ま
ま
縫
承
し
た
た
め
、
よ
り
一
一
暦
の

権
力
強
化
を
寅
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
中
央
集
権
と
機
構
整
備
を
寅
現
し
た
ロ
ロ
不
幸
の
存
在
な
く
し
て
、
秦
王
政
の
絶
大
な
擢

(

況

)

力
集
中
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
七
〉
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
の
中
央
工
官
が
少
府
所
属
と
な
り
、

こ
の
よ
う
な
秦
王
政
親
政
段
階
の
権
力
の
強
さ
が
監
造
樺
を
中
央
に
集
中
さ
せ
、

い
わ
ば
理
念
的
に
全
て
の
器
物
・
武
器
監
造
は
王
・
皇
一
一
帝

に
よ
る
と
い
う
形
と
な
っ
た
た
め
、
も
は
や
相
邦
・
丞
相
及
び
郡
守
が
監
造
者
と
し
て
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

秦
統
一
期
の
工
室
と
手
工
業

秦
王
政
二
六
年
(
前
二
二
一
)
、
秦
は
全
中
園
を
統
一
し
て
皇
一
帝
と
い
う
稽
競
を
採
用
し
た
。

こ
の
段
階
で
は
中
央
の
工
室
も
、
地
方
の
郡
の

た
(
『
史
記
』
巻
六
、
秦
始
皇
本
紀
)
。

こ
れ
は
武
器
の
か
な
り
の
部
分
が
銅
製
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
史
料
で
も
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な

-11ー

工
室
も
ほ
と
ん
ど
が
少
府
の
下
に
所
属
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
同
年
、
始
皇
帝
は
民
聞
の
武
器
を
渡
牧
し
て

E
大
な
鍾
銀
と
銅
人
一
二
を
作
つ

民
間
の
武
器
の
設
牧
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
奮
六
園
の
武
器
の
再
配
置
、
武
器
生
産
機
構
の
改
編
を
も
貫
行
し
た
こ
と
を
間
接
的
に
一
示
す
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
秦
の
瞳
制
を
奮
六
闘
に
も
布
こ
う
と
し
た
と
き
、
蓄
六
園
の
府
や
庫
に
附
属
す
る
工
房
で
の
器
物
・
武
器
生
産
を
改
編
す

る
方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
武
器
牧
臓
庫
と
し
て
の
庫
は
奮
六
園
地
域
に
設
置
し
た
郡
豚
の
武
庫
・
庫
と
し
て
再
配
置
の
上
で
残
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
が
、
武
器
生
産
能
力
を
そ
の
ま
ま
蓄
六
固
に
温
存
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
武
器
生
産
機
能
を
有
し
た
庫

の
工
房
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
を
整
理
し
、

ま
た
府
所
属
工
房
に
つ
い
て
も
同
様
の
慮
置
を
と
り
、

そ
の
工
匠
の
若
干
に
つ
い
て
は
中
央
工
室

や
新
た
に
再
編
さ
れ
た
地
方
工
室
に
移
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
府
系
統
に
つ
い
て
は
、
度
量
衡
器
な
ど
統
一
政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
量
に
製
造
し
て
配
布
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
再
編
さ
れ
て
蔑

711 

さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
高
度
な
技
術
を
有
し
た
工
匠
に
つ
い
て
は
、
蓄
六
園
の
宮
殿
等
と
同
様
に
秦
本
固
に
移
さ
れ
て
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中
央
工
室
に
配
属
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
奮
六
闘
の
中
央
の
府
は
ほ
と
ん
ど
慶
さ
れ
、

一
方
秦
一
帝
園
の
「
府
」
は
、
中

央
の
少
府
・
御
府

・
私
府
(
皇
后
宮
〉
を
除
い
て
、

中
央
各
官
の
少
内
、

郡

・
廓
の
少
府
・
少
内
の
形
で
残
り
、

財
庫
的
機
能
だ
け
を
も
つ
に

至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

軍
園
瞳
制
か
ら
解
放
さ
れ

こ
の
よ
う
に
奮
六
園
の
工
匠
の
在
り
方
に
は
大
慶
動
が
生
じ
た
。
右
の
よ
う
に
官
営
工
房
に
配
属
さ
れ
た
者
を
除
き
、

多
く
の
工
匠
は
重
い

一
般
の
民
間
工
匠
と
し
て
生
業
を
営
む
者
が
多
く
な
っ
た
し
、
民
間
工
匠
も
従
来
に
比
べ
て
径
役
の
形
で
の
武
器

生
産
等
、
軍
園
樫
制
維
持
の
た
め
の
努
役
奉
仕
量
は
減
少
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
秦
本
閣
に
つ
い
て
も
い
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

秦
一
帝一
園
の
中
央
各
工
室
は
再
編

・
再
配
置
さ
れ
て
少
府
に
所
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
寺
工
は
漢
代
に
も
縫
承
さ
れ
て
お
り
、

(
幻
)

工
室
は
漢
代
の
考
工
室
の
前
身
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
最
近
の
秦
代
封
泥
に
闘
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、

ま
た
少
府

「
属
邦
工
室
」

「
属
邦
工
丞
」

「
割
問

事
之
印
」
「
泰
匠
丞
印
」

(
お
)

と
す
れ
ば
、
大
匠
に
丞
が
あ
る
こ
と
、
封
泥
に
お
い
て
も
属
邦
工
室
と
詔
事
・
少
府
工
室
及
び
寺
工
の
存
在
を
確
認
で
き
る
こ
と
、
及
び
漢
代

(

担

)

そ
の
後
主
傷
都
尉
、
宗
正
、
廷
尉
に
改
属
し
た
内
官
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
内
官
も
漢
代
中
央
工
官
の
一
つ
で
あ

「
少
府
工
丞
」

「内
官
丞
印
」

「
寺
工
之
印
」

「寺
工
丞
印
」

「
築
府
丞
印
」
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
偽
作
で
な
い

- 12ー

に
少
府
に
所
屈
し
、

え
ら
れ
る
が

る
か
ら
、
泰
代
、
少
な
く
と
も
統
一
時
期
に
は
少
府
に
内
官
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
層
邦
工
室
と
詔
事
も
な
ん
ら
か
の
形
で
再
編
さ
れ
た
と
考

ま
た
祭
府
等
の

一音
楽
措
嘗
官
に
は
楽
器
製
作
工
が
配
属
さ
れ
て
お

詔
事
は
漢
代
の
向
方
の
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

り
、
こ
れ
ら
は
工
官
的
性
格
も
有
し
て
い
た
。

地
方
工
官
も

一
定
の
整
理
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
奮
来
の
鯨
工
室
制
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
た
所
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

統
一
以
後
の
地
方
工
室
製
作
銘
を
有
す
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
現
肢
で
は
、
地
方
工
官
の
整
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
武
器
の
製

作
そ
の
も
の
も
大
幅
に
減
少
し
、
従
来
各
工
室
で
製
造
し
た
武
器
だ
け
で
も
莫
大
な
量
が
あ
り
、
更
に
奮
六
園
の
武
器
も
加
え
る
と
、
量
的
に

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。
二
世
皇
帝
元
年
文
に
左
工
が
見
え
る
様
陽
は
要
鯨
の
た
め
再
編
過
程
で
む
し
ろ
強
化
し
て

右
・
左
雨
工
室
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。



こ
の
よ
う
な
工
室
の
整
理
統
合
の
過
程
で
、
中
央
工
室
の
中
に
は
蓄
六
園
の
も
の
を
吸
牧
し
て
大
き
く
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
少
な
く
と
屯
地
方
工
室
で
は
整
理
統
合
に
よ
っ
て
多
く
の
献
労
働
力
が
解
放
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
官
管
工
房
工
匠
の
民
間
工
匠
化
、
民
間

刑
徒
は
多
く
は
土
木
工
事
等
の
労
働
に
充
賞
さ
れ
て
い
た

が
、
今
ま
で
工
室
に
配
属
さ
J

れ
て
い
た
者
も
そ
れ
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
般
民
の
稽
役
務
働
を
減
少
さ
せ
た
は
ず
で

主
匠
の
自
由
度
の
増
加
、

及
び
前
述
の
よ
う
な
各
種
第
働
力
の
解
放
が
進
ん
だ
。

あ
る
。こ

の
よ
う
な
工
官
を
め
ぐ
る
全
般
的
な
賦
況
に
よ
る
な
ら
ば
、
一
帝
園
期
に
封
外
戦
争
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
再
び
戟
園
時
代
の
よ
う
に
官
替

工
房
べ
大
量
の
献
労
働
力
を
緊
縛
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
く
、
手
工
業
献
労
働
力
の
大
き
な
儀
裕
を
生
み
出
し
、
自
由
度
が
増
し
た
民
間
工
匠
も
多

種
類
の
器
物
や
よ
り
高
度
な
技
術
を
要
す
る
附
加
債
値
の
高
い
器
物
製
作
に
向
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、

民
間
手
工
業
の
隆
盛
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
開
、
民
間
武
器
の
渡
牧
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
間
存
在
の
武
器
の
減
少
は
原
料
と
な
る
銅
の
徐
剰
を
も
生
み
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
齢
制
銅
の
向
う
先
は
様
々
な
銅
製
品
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
銅
銭
に
向
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
秦
は
恵
文
王
時
代
以
来
半
雨
鎮
を

(
間
山
)

護
行
し
て
き
た
が
、
そ
の
鋳
造
に
閲
し
て
は
、
中
央
・
地
方
の
各
工
室
が
主
に
措
嘗
L
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
貼
、
工
室
の
職
掌
に
銅

銭
鋳
造
を
附
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
武
器
製
作
や
こ
の
銅
銭
鋳
造
の
必
要
性
が
あ
っ
た
以
上
、
銅
に
劃
す
る
統
制
は
あ
司
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
べ
鏡
等
の
銅
器
製
作
を
行
っ
て
い
た
民
間
工
匠
は
、
原
料
調
達
面
で
園
家
の
統
制
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

貨
幣
統
一
に
は
秦
の
工
室
再
編
が
必
要
で
あ
り
、
蓄
六
園
の
各
種
工
房
の
整
理
に
一
定
の
時
聞
が
必
要
で
あ
っ
た
。
始
皇
帝
三
七
年
(
前
二

一
0
1
瞳
制
を
整
え
て
大
規
模
な
貨
幣
鐸
造
を
賓
施
し
た
が
、
直
後
に
秦
は
崩
壊
し
、
牟
南
銭
に
よ
る
貨
幣
統
一
と
い
う
課
題
は
漢
に
残
さ

れ
、
漢
初
の
自
由
鋳
造
政
策
に
よ
っ
て
貫
現
さ
れ
た
。
こ
の
聞
の
民
開
銅
銭
鋳
造
を
支
え
た
要
因
が
、
民
間
工
匠
の
増
加
と
原
料
銅
の
儀
剰
傾

向
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

- 13ー
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こ
の
よ
う
に
秦
に
よ
る
統
一
は
、
奮
秦
本
園
の
工
官
の
整
理
を
も
た
ら
し
、
ま
た
奮
六
園
の
府
・
庫
系
統
の
工
房
の
整
理
も
準
め
る
こ
と
に
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な
り
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
献
労
働
力

・
原
料
の
面
で
民
聞
に
絵
剰
を
生
じ
さ
せ
、
様
々
な
手
工
業
が
盛
ん
に
な
る
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
段
階
で
の
軍
事
と
民
間
手
工
業
と
の
相
互
関
係
を
こ
の
よ
う
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

前
漢
代
の
中
央
工
官

前
漢
代
、

「
工
室
」

が
正
式
名
稿
と
な
る
時
期
を
ま
ず
検
討
し
て
お
き
た
い
。
少
府
所
属
の
考
工
室
が
考
工
と
改
稿
さ
れ
た
の
は
武
一
帝
太
初

元
年
(
前
一

O
四
)
で
あ
る
が
、

「
工
官
」
の
初
見
は
も
う
少
し
早
い
。

『
史
記
』
巻
五
七
、
緯
侯
周
勃
世
家
に
「
工
官
・
向
方
」
と
あ
っ
て
、

方、 こ
の
「
工
官
」
は
官
名
と
し
て
解
揮
で
き
る
の
で
景
一
帯
一
時
代
に
は
地
方
工
室
等
は
工
官
を
正
式
名
稽
と
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

内
官
と
と
も
に
左
工
室
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

湾
王
園
の
封
泥
に
よ
れ
ば
、

漢
初
の
王
園
の
官
署
配
置
は
漢
中
央
と
類
似
し
て
い
た
か

(
お
〉

「
左
工
室
印
」
封
泥
も
あ

し
か
も
「
右
工
室
丞
」
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ら
、
漢
中
央
と
同
様
の
官
署
名
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
・
左
工
室
の
存
在
を
推
測
で
き
、

「
工
室
」
が
正
式
名
稀
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。
従
っ
て
現
段
階
で
は
、
郡
「
太
守
」
が
俗
稽
・
隼
穏
と
し
て
秦
代
か
ら
使
わ

れ
て
い
た
と
同
様
に
、
「
工
官
」
が
俗
稽
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
景
一
帝
が
中
二
年
(
前
一
四
八
)
に
郡
「
守
」
を
「
太
守
」
に
改
名
し
た
と

〈

幻

)

同
様
に
、
そ
の
頃
に
考
工
室
を
除
い
た
各
「
工
室
」
も
「
工
官
」
と
改
稿
し
た
と
考
え
た
い
。

る
か
ら

百
官
表
に
見
ら
れ
る
中
央
の
工
官
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

宗
正
属
官
に
内
官
(
長
・
丞
)
が
あ
り
、

こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
最
初
少

府
に
所
属
し
、
後
に
主
震
、
宗
正
、
更
に
廷
尉
に
所
属
し
た
。
内
官
は
器
物
製
作
を
携
嘗
し
た
が
、
特
色
が
あ
る
の
は
度
量
衡
器
を
製
作
し
た

ま
た
そ
こ
に
は
獄
が
あ
り
、
劉
氏
一
族
の
罪
人
を
牧
監
し
た
。

と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(令

・
丞
)
は
前
述
の
よ
う
に
寺
工
の
誤
り
で
あ
る
。

が
、
主
僧
都
尉
の
廃
止
と
と
も
に
執
金
吾
に
改
廃
し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
武
器
は
主
に
武
庫
に
牧
蔵
さ
れ
た
。
寺
工
は
武
器

・
器
物
の
製
作

中
尉
(
後
、
執
金
吾
)
所
属
の
「
寺
互
」

寺
工
は
少
府
か
ら
主
管
都
尉
に
移
管
さ
れ
た

と
と
も
に
穂
瓦
蝿
造
に
も
任
じ
た
官
で
、
多
く
の
刑
徒
を
抱
え
て
い
た
し
、
獄
官
と
し
て
は
特
に
主
霞
郡
尉
所
属
時
期
に
は
列
侯
と
官
侵
保
持

者
の
牧
監
を
行

っ
た。

な
お
中
尉
所
属
都
船
〈
令

・
三
丞
)

は
秦
代
以
来
の
官
署
で
あ
る
が
、

名
稿
か
ら
み
て
も
造
船
捨
嘗
官
で
あ

っ
た
と
考
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え
ら
れ
、
治
水
に
も
関
係
し
、
獄
官
で
も
あ
っ
た
。

最
も
多
く
の
工
官
を
管
轄
し
て
い
た
の
は
少
府
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
内
官
・
寺
工
が
前
漢
前
期
に
は
少
府
に
所
属
し
て
い
た
。
ま
た
水
衡

都
尉
所
属
の
鐸
銭
関
係
諸
官
も
漢
初
に
は
少
府
所
属
で
あ
っ
た
。
少
府
所
属
諸
官
の
職
掌
に
つ
い
て
は
加
藤
繁
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
陳
直

(

ぬ

)

氏
も
印
・
封
泥
等
に
よ
っ
て
種
々
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
各
工
官
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

鋳
鐘
三
官
と
し
て
鍾
官
・
技
巧
・
捧
銅
〈
各
令
・
丞
〉
が
あ
り
、
ま
た
百
官
表
に
は
見
え
な
い
が
、
冶
銭
関
係
の
右
・
左
採
鏡
、
右
・
左
冶

(
川
町
)

織
が
秦
代
に
引
き
績
き
存
在
し
、
後
に
合
瞳
し
て
「
鍛
官
」
と
な
っ
た
。
考
工
室
(
令
・
丞
)
は
宮
外
に
あ
っ
て
贋
大
な
面
積
を
有
し
た
、
少

府
に
お
け
る
器
物
・
武
器
製
造
の
主
力
機
関
で
あ
る
。
陳
直
氏
は
前
述
の
右
・
左
工
室
封
泥
に
よ
り
、
考
工
室
が
漢
初
右
・
左
の
二
つ
に
分
か

れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
後
述
の
よ
う
に
前
漢
後
期
か
ら
王
奔
代
、
考
工
と
は
別
に
右
工
が
存
在
す
る
か
ら
、
漢
初
の
右

工
が
他
の
工
官
に
吸
放
さ
れ
て
た
と
え
ば
右
工
室
丞
が
置
か
れ
る
形
で
存
績
し
て
い
た
も
の
が
、
前
漢
後
期
に
復
活
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武

一
帝
代
、
考
工
室
が
工
室
と
改
稿
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
秦
以
来
の
工
官
の
名
稽
「
工
室
」
は
完
全
に
排
拭
さ
れ
た
。
ま
た
御
用
器
物
製
作
に
嘗

(
4〉

ア
た
向
方
(
令
・
丞
〉
も
あ
り
、
来
央
宮
中
に
工
房
が
あ
司
た
と
み
ら
れ
る
。
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東
園
匠
〈
令
・
丞
)
は
陵
内
の
器
物
製
作
を
捨
嘗
し
、
そ
の
器
物
を
東
園
の
秘
器
と
呼
ん
だ
。

(
各
令
・
丞
)
も
衣
服
、
と
り
わ
け
皇
一
帝
一
・
皇
后
等
用
の
祭
服
生
産
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

後
宮
の
官
稗
・
宮
人
等
を
用
い
て
織
製
を
行
い
、

さ
ら
に
工
官
と
は
し
難
い
が
、
東
織
・
西
織

成
一
帝
河
卒
元
年
(
前
二
八
)
に
東
織
室
は

省
か
れ
、

西
織
室
は
織
室
と
改
稿
さ
れ
た
。

て
縫
製
を
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

御
府
(
令
・
丞
)
が
官
蝉
・
宮
人
等
を
使
役
し

中
央
工
官
を
考
え
る
上
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
『
漢
書
』
巻
七
二
、
貢
高
俸
の
「
三
工
官
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
一
帝一
初
元
元
年

(
前
四
八
)
の
上
奏
の
中
に
衣
の
よ
う
に
見
え
る
。

故
時
、
費
三
服
官
は
職
物
十
笥
に
過
ぎ
ず
。
方
今
、
斉
三
服
官
は
作
工
各
数
千
人
、

り
、
各
五
百
高
を
用
い
、
三
工
官
は
官
ご
と
に
費
五
千
高
。
東
西
織
室
も
亦
然
り
。

一
歳
の
費
、

敷
距
高
。

萄
・
贋
漢
は
金
銀
器
を
主

715 
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こ
の
う
ち
、
湾
の
三
服
官
は
元
一
帝
初
元
五
年
〈
前
四
四
)
に
盟
識
官
・
常
卒
倉
等
と
と
も
に
慶
さ
れ
た
が
、
京
一
帝一
緩
和
二
年
(
前
七
)
六
月
の
詔

(
m
M
)
 

(
『
漢
書
』
巻
二
、
哀
一
帝
紀
)
と
見
え
る
か
ら
ま
も
な
く
復
活
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
御
用
及
び
後
宮
用
の
多

に
再
び
「
第
三
服
官
」

く
の
衣
服
を
織
作
し
た
。
宋

・
呉
仁
傑
『
雨
漢
刊
誤
補
遺
』
巻
二
「
三
服
官
」
の
い
う
よ
う
に
、
三
カ
所
の
官
舎
工
房
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
従
っ
て
、
全
世
で
作
工
六
、
七
千
人
以
上、

費
用
は
年
間
数
億
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
『
漢
書
』
巻
二
八
上
、
地
理
志
上
、

湾
郡
臨
泊
豚
の

「
服
官
」
で
あ
る
。

な
お
そ
れ
と
は
別
に
陳
留
郡
裏
邑
鯨
に
も
服
官
が
見
え
、

前
漢
末
に
こ
の
南
燃
に
服
官
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

地
方
工
官
の
萄
郡

・
庚
漢
郡
商
工
官
に
射
し
て
、
中
央
工
官
と
し
て
「
三
工
官
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
仲
河
内
懐

・

萄
成
都

・
康
漢
郡
の
三
工
官
(
如
淳
注
)
、

ω少
府
胃
腸
官
の
考
工
室
て
右
工
室

・
東
園
匠
(
顔
師
古
注
)
、

ω考
工
室
の

一
令
二
丞
(
清

・
銭
大
昭

(

円

相

)

(

斜

)

ω考
工

・
向
方

・
東
園
匠
(
加
藤
繁
)
、
例
「
工
」
字
の
つ
く
考
工
・
供
工

・
寺
工
(
大
庭
備
)
、

(

M

W

)

 

(
陳
直
)
の
各
読
が
あ
る
。

『
漢
書
燐
疑
』
を

一九)、

ω考
工
令

・
向
方
令
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及
び
上
林
苑
中
の
工
官
(
寺
工
と
供
府
〉

元
一
帝
初
年
に
少
府
属
官
で
あ
っ
た
の
は
考
工
・
向
方
・
東
園
匠
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
ら
に
加
え
て
右
工

・
供
工
も
あ
っ
た
。
ま
た
執
金
吾
所
属
寺
工
及
び
宗
正
所
属
内
官
も
あ
っ
た
。

(

必

〉

(
前
四
三
〉
銘
漆
器
が
あ
る
(
卒
壊
出
土
)
。

右
工
は
元
一
帝
一
の
「
永
光
元
年
」

元一帝一
が
節
倹
策
を
質
施
し
た
初
元
年
聞
の
す
ぐ
あ
と
の
こ
の
時

期
に
、
新
た
に
工
官
を
設
置
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
宣
一
帝
代
に
は
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
漢
初
に
右

工
・
左
工
が
存
在
し
少
府
所
属
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
、

ま
た
王
奔
代
の
共
工
(
漢
の
少
府
〉

と
右
工
の
関
係
か
ら
み
て
も
、

こ
の
時
期
の
右

工
も
少
府
所
属
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
供
工
も
「
永
光
元
年
」
銘
漆
器
が
あ
り
(
卒
壊
出
土
)
、

こ
れ
も
右
工
と
同
様
の
理
由
で
既
に
宣
帝
代

に
は
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
陳
直
氏
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
供
府
は
水
衡
都
尉
所
属
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
供
府
と
供
工
と
の
関
係

が
名
稽
か
ら
み
て
も
密
接
で
あ
る
か
ら
、
供
府
使
用
器
物
製
作
の
た
め
に
上
林
苑
内
に
つ
く
ら
れ
た
工
官
と
も
考
え
ら
れ
、
上
林
苑
中
に
あ
っ

た
と
す
る
陳
直
読
に
従
い
た
い
。
寺
工
製
作
器
物
は
前
漢
後
期
に
も
多
い
の
で
こ
の
時
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
問
題
が
な
い
。
内
官
は
存
在
し

て
い
た
こ
と
は
誤
り
な
い
と
し
て
も
前
漢
後
期
の
資
料
は
な
く
、
費
用
が
多
い
工
官
で
あ
っ
た
と
は
み
ら
れ
な
い
。



少
府
の
考
工
・
向
方
・
右
工
・
東
園
匠
、
執
金
吾
の
寺
工
、
水
衡
都
尉
の
供
工
と
な

る
。
付
設
の
よ
う
に
「
工
」
と
い
う
文
字
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
考
工
・
右
工
・
寺
工
・
供
工
の
四
つ
の
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か
し
こ
の
解

揮
は
こ
の
部
分
だ
け
で
は
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
'あ
る
が
お
貢
高
俸
全
瞳
か
ら
み
れ
ば
別
の
一考
え
が
可
能
で
あ
る
c

貢
局
は
、
宮
室
、
後
宮
の
女
性
、
厩
馬
の
制
誠
、
乗
輿
服
御
器
物
の
三
分
の
二
の
倒
減
、
及
び
苑
園
を
民
に
興
え
よ
、
司
地
下
を
貫
た
す
」

こ
‘と
を
罷
め
よ
、
諸
陵
園
の
女
性
の
無
子
者
を
家
に
開
せ
と
主
張
し
た
。
元
一
帝
一
は
こ
れ
に
躍
え
て
、
宜
春
下
苑
を
貧
民
広
輿
え
、
太
僕
の
馬
、

水
衡
の
食
肉
獣
、
角
抵
諸
戯
、
古
門
コ
一
服
宮
を
罷
め
た
1

責
再
が
霊
光
に
こ
と
よ
せ
て
非
難
し
て

い
る
、
陵
墓
主
副
葬
品
の
豪
華
さ
も
貢
扇
の
重

要
な
主
張
黙
で
あ
か
、
こ
の
陵
内
器
物
之
そ
は
「
俊
広
従
う
べ
き
い
第
一
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、

ー付
設
が
東
園
犀
製
作
器
物
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
強
く
否
定
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
莫
大
な
支
出
を
要
し
た

東
園
匠
が
含
ま
れ
な
い
た
}
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
じ
か
も
宣
一
帝
代
1

王
吉
は
「
角
抵
を
去
り
、
出
直
木
府
を
減
じ
、
向
方
を
省
け
」
(
『
漢
書』

巻
七
一
寸
主
士
ロ
簿
〉
と
主
張
し
宅
お
り
、
向
方
も
御
周
器
物
製
作
に
莫
大
な
経
費
を
要
し
て
い
た
。

ー御
用
器
物
製
造
を
三
分
の
一
に
減
ら
せ
と
主

張
す
る
買
高
の
言
中
に
倫
方
が
含
ま
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
の
御
用
を
含
む
後
宮
等
で
使
凋
オ
る
器
物
の
大
部
分
は
考
工
で
製
作
さ
れ
て
お

り
、
三
分
の
↓
に
ま
で
制
滅
寸
る
場
合
、
考
工
も
劃
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
寺
工
は
園
家
の
武
器
製
作
を
主
任
務
と
す
る
公
的
な

(
門
出
)

も
の
で
)
後
巳
当
浮
費
」
h

(

司
漢
書
』

各
七
七
、
湧
勝
隆
俸
)
と
し
て
儒
家
官
僚
か
ら
批
剣
さ
れ
る
一
帝
室
財
政
支
出
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
。

，、
以
上
に
よ
り
、

'結
論
的
に
は
少
府
所
属
の
考
工
・
向
方
・
東
園
匠
と
す
る

ω読
に
従
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
前
漢
後
期
の
中
央
工
官
の
概
要
が

把
握
さ
れ
る
。
そ
の
ま
と
め
は
衣
の
地
方
工
官
の
検
討
を
終
え
て
か
ら
に
し
た
い
。

従
っ
て
「
三
工
官
」
の
可
能
性
の
貼
か
ら
い
え
ば
、

_._ 
J、、

前
漢
代
の
地
方
エ
官
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複
と
し
、
司
漢
書
』
巻
二
八
土
、
一
地
理
志
上
に
は
一

O
郡
勝
に
工
官
を
あ
げ
て
い
る
。
加
藤
繁
氏
は
こ
の
う
ち
泰
山
郡
及
び
贋
漢
郡
の
「
工
官
」
は
重

(必〉

さ
ら
に
河
南
郡
は
紫
陽
勝
、
賢
漢
郡
は
錐
牒
に
あ
っ
た
と
七
た
。
し
か
し
河
南
郡
と
慶
漢
郡
に
つ
い
て
は
検
討
の
儀
地
が
あ
る
。
こ
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れ
を
除
い
て
所
在
豚
が
明
確
な
も
の
は
、
河
内
郡
の
懐
勝
、
頴
川
郡
の
陽
翠
勝
、
南
陽
郡
の
宛
勝
、
済
南
郡
の
東
卒
陵
勝
、
局
郡
の
成
都
勝
、

泰
山
郡
の
奉
高
燃
の
六
カ
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
蘇
は
い
ず
れ
も
郡
の
首
燃
で
あ
り
、
人
口
が
多
く
手
工
業
者
が
多
い
中
心
都
市
で
あ
ア
た
。

地
理
志
記
載
の
工
官
は
『
漢
書
』
百
官
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
百
官
表
に
見
え
な
い
工
官
・
盟
官
・
鍛
官
・
均
職
官
・
木

官
・
銅
官
等
は
、
前
漢
後
期
、
中
央
の
大
司
農

・
少
府
の
統
制
下
に
あ
り
な
が
ら
、
郡
園
に
は
直
属
し
な
い
、
豚
と
同
格
の
特
殊
な
地
方
官
化

し
て
い
て
、
こ
の
二
重
的
性
格
も
王
奔
代
を
経
て
後
漢
に
至
っ
て
清
算
さ
れ
、
豚
と
同
様
に
郡
固
に
直
属
し
、
全
く
の
地
方
官
化
す
る
と
考
え

(

必

〉

(

印

〉

て
い
る
。
最
近
公
表
さ
れ
た
吾
ノ
潤
漢
簡
に
は
盟
官
・
鍛
官
を
「
都
官
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
性
格
に
因
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
方
所
在
の
工
官
の
性
格
を
押
さ
え
て
、

か
つ
工
官
の
ほ
と
ん
ど
が
郡
治
の
あ
る
首
懸
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
を
考
え

ヱ日
v

、と
、

工
官
所
在
豚
が
首
勝
以
外
と
さ
れ
る
河
南
郡
・
贋
漢
郡
に
つ
い
て
も
検
討
の
徐
地
が
生
ず
る
。

河
南
郡
の
場
合
は
首
豚
の
洛
陽
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
洛
陽
武
庫
の
武
器
生
産
を
洛
陽
城
内
で
行
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
紫

陽
等
の
餓
官
精
錬
の
原
料
織
や
銅
に
よ
っ
て
製
造
し
た
と
み
ら
れ
る
。
中
山
王
劉
勝
墓
出
土
の
銅
器
銘
に
王
園
の
郎
中
が
洛
陽
で
購
入
し
た
事

(

日

)

例
が
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
河
東
同
様
銅
器
生
産
が
活
設
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
郎
中
が
涯
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

地
理
志
の
局
郡
の
成
都
牒
及
び
庚
漢
郡
と
錐
牒
の
僚
に
「
工
官
有
り
L

「
庚
漢
郡
工
官
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
後
漢
前
期
も
同
様
で
あ
っ
た
。
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と
あ
る
。

出
土
漆
器
銘
等
に
は

「
局
西
工
」

「
萄
郡
西
工
」

及
び

し
か
し
王
奔
代
に
は
「
成
都
郡
工
官
」

る
。
王
奔
は
萄
を
「
導
江
」
に
、
庚
漢
を
「
就
都
」
に
し
、
成
都
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
贋
漢
郡
の
梓
温
鯨
を
「
子
同
」
に
改
め
た
。
こ
の
銘
で

は
工
官
の
あ
っ
た
鯨
名
を
あ
た
か
も
郡
名
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
贋
漢
郡
工
官
は
首
鯨
の
梓
温
牒
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と

(

臼

)

が
で
き
る
。
漆
器
銘
文
に
は
「
庚
漢
郡
工
官
」
と
だ
け
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
例
が
な
い
の
で
贋
漢
郡
に
複
数
の
工
官
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な

「
各
五
百
高
を
用
い
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
二
郡
の
工
官
が
各
一
工
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史

「
子
同
郡
工
官
」
と
な
っ
て
い

ぃ
。
ま
た
前
述
の
貢
高
俸
に

「
窃
・
贋
漢」

料
と
な
る
。
従
っ
て
、
従
鯨
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

錐
鯨
の
「
工
官
」
に
つ
い
て
は
、

四
川
、
成
都
府
、
漢
州
の
僚
の
「
銅

王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
が
、
顧
租
再
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
巻
六
七
、



官
山
」
の
記
事
を
引
用
し
て
、

「
工
官
、
蓋
し
銅
官
な
ら
ん
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
「
工
官
」
は
「
銅
官
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
銅
官

山
は
『
惰
書
』
巻
二
九
、
地
理
志
上
、
局
郡
の
金
泉
鯨
に
見
え
、
そ
の
名
稽
は
か
な
り
遡
り
う
る
し
、
漢
代
こ
の
地
に
銅
官
が
置
か
れ
た
こ
と

に
因
む
可
能
性
が
あ
る
。

(

臼

)

地
方
工
官
の
う
ち
秦
代
に
あ
っ
た
の
は
萄
郡
東
工
・
西
工
で
あ
る
。
東
工
は
漢
代
に
贋
漢
郡
工
官
に
改
名
さ
れ
た
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え

な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
東
・
西
と
も
に
萄
郡
成
都
域
内
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
故
慶
漢
郡
に
は
前
漢
代
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
萄
郡
・
贋
漢
郡
と
河
南
郡
・
河
内
郡
・
南
陽
郡
は
、
漢
初
以
来
王
園
が
置
か
れ
な
か
っ
た
郡
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
易
・
河
南
は
漢
初

か
ら
工
官
が
置
か
れ
て
い
た
し
、
他
の
多
く
も
武
一
帝
代
に
は
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
。

一
方
、
王
園
の
厭
で
あ
っ
た
所
に
設
置
さ
れ
た
工
官
は
王
園
の
権
限
・
領
域
回
牧
過
程
の
中
で
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
漢
初
の
王
園
は
漢
中

央
と
同
様
な
官
僚
機
構
を
有
し
て
い
た
。
前
述
の
贋
王
園
の
場
合
に
明
瞭
な
よ
う
に
、
右
・
左
工
室
等
が
少
な
く
と
も
各
王
園
の
王
城
に
は
あ

っ
た
か
ら
、
一

O
王
園
か
ら
一
七
王
園
く
ら
い
の
各
王
園
に
そ
れ
ぞ
れ
中
央
工
官
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
景
一
帝
三
年
(
前
一
五
四
〉

の
呉
楚
七
園
の
観
は
こ
の
よ
う
な
献
況
に
決
定
的
な
影
響
を
興
え
、
景
一
帝
中
五
年
(
前
一
四
五
)
の
治
園
・
任
官
・
賦
役
の
擢
の
回
牧
段
階
で

は
、
武
器
生
産
に
関
わ
る
各
王
園
の
工
官
は
少
府
の
慶
止
と
と
も
に
慶
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
若
干
の
工
房
が
残
っ
て
い
た
に

し
て
も
、
も
は
や
令
・
長
が
置
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
王
国
で
必
要
な
器
物
製
作
に
あ
た
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
山
王
劉
勝

〈

引

品

)

夫
妻
墓
の
銅
器
も
中
山
園
の
工
匠
製
作
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
工
官
製
作
を
謹
明
す
る
も
の
は
な
い
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
武
一
帝
代
に
は

各
王
園
の
工
官
は
ほ
と
ん
ど
鹿
止
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
に
代
っ
て
重
要
な
鯨
に
漢
中
央
の
工
官
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
地
理
志
は
あ
く
ま
で
も
漢
末
の
記
録
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
漢
初
、
こ
れ
ら
以
外
の
直
轄
郡
の
重
要
都
市
に
も
工
官
が
置
か
れ
て

〈

日

〉

い
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
場
合
は
秦
一
帝
一
園
段
階
で
一
定
の
整
理
統
合
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
権
承
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
鹿
止

- 19ー
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さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
積
極
封
外
政
策
を
と
っ
た
武
一
帝
一
代
で
は
な
く
、
昭
一
帝
一
代
以
降
、
お
そ
ら
く
元
一
帝
代
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
円
た
ろ
う
。

な
お
銅
官
に
つ
い
て
は
、
秦
代
に
は
銅
鏡
石
の
あ
る
鯨
に
「
采
銅
畜
夫
」
が
置
か
れ
て
採
掘
精
錬
が
な
さ
れ
た
程
度
と
推
測
さ
れ
る
が
、
前
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漢
で
は
丹
揚
郡
(
も
と
郭
郡
)
に
置
か
れ
、

ま
た
前
述
の
よ
う
に
贋
漢
郡
錐
燃
に
も
置
か
れ
た
。

後
漢

・
永
元
八
年
(
九
六
〉

「
河
東
銅
官
」
銘

響
機
(
『
貞
松
堂
集
古
遺
文
』
巻
二
ハ
)
に
よ
り
、
後
漢
代
河
東
郡
に
銅
官
の
存
在
が
知
ら
れ
、
更
に
山
西
省
洪
洞
蘇
護
見
の
安
口
巴
宮
銅
鼎
に
「
四

年
三
月
甲
子
銅
官
」
と
あ
り
(
『
文
物
』

一九
八
二
|
九
て
こ
れ
は
前
漢
文
一
帝
後
元
四
年
(
前
一
六
O
〉
、
武
一
帝
建
元
四
年
(
前
二
二
七
)
、
元
光
四
年

(
前
ご
ニ
一
)
、
元
朔
四
年
(
前
一
二
五
〉
等
の
可
能
性
が
あ
り
、
震
見
地
と
の
関
連
で
河
東
銅
官
製
造
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少
な
く
と
も

武
一
帝
一
代
以
降
後
漢
代
ま
で
こ
の
地
に
銅
官
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
河
東
の
安
邑
宮
の
た
め
に
別
の
地
の
銅
官
が
製
作
し

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
洪
遺
『
隷
績
』
巻
一
一
「
武
都
太
守
歌
動
碑
」
に
「
故
道
銅
官
」
と
あ
り
、

七
三
)
に
涼
州
武
都
郡
故
道
膝
に
銅
官
を
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

後
漢
末
霊
一
帝
烹
卒
二
年
(
一

文
一
帝
代
の
四
銭
牢
雨
銭
鋳
造
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
呉
王
漢
の
銅
山
と
郵
遁
の
萄

・
巌
道
銅
山
が
景
帯
代
に
国
政
さ
れ
、
そ
こ
に
銅
官

が
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
前
者
は
お
そ
あ
く
首
鯨
の
宛
陵
牒
に
銅
官
を
置
き
、
各
鯨
の
銅
山
に
出
先
機
関
を
置
い
た
と
み
ら
れ
る
丹
揚
郡

銅
官
と
し
て
前
漢
末
ま
で
存
績
し
た
。
一
方
後
者
は
鹿
止
さ
れ
た
が
、
産
銅
地
の
多
い
盆
州
方
面
の
一
銅
山
と
し
て
慶
漢
郡
錐
豚
の
も
の
が
前

漢
末
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
河
東
銅
{
呂
は
前
漢
時
代
に
は
置
摩
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
後
漢
時
代
に
始
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め
て
置
か
十れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
地
に
は
小
規
模
で
あ
っ
て
も
産
銅
地
が
か
な
り
あ
り
、
民
開
手
工
業
者
に
よ
る
銅
器
製
造
も
な
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
が
中
山
王
劉
勝
夫
妻
墓
銅
器
銘
に
見
ら
れ
る
河
東
で
の
銅
器
買
い
附
け
の
前
提
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
央
工
官

・
地
方
工
官
を
問
わ
ず
問
題
に
な
る
の
は
「
護
工
卒
史
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
庭
僑

・
町
田
章
南
氏
の
研
究
が

(

日

)

あ
り
、

'大
庭
氏
一
は
主
と
し
て
銅
器
銘
を
、
町
田
氏
は
主
と

L
て
漆
器
銘
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

(

幻

)
耳
、
及
び
肩
水
金
開
出
土
建
箭
粁
の
針
刻
銘

之
れ
に
近
年
出
土
の
宋
央
官
三
競
遺
祉
の
骨

「元
鳳
三
年
、
執
金
吾
護
工
卒
史
喜
、
考
工
令
通
、

丞
常
、
令
史
奉
省
:
:
:
」

(
『
文
物
』

一
九
七
八
|
一
〉

等
を
加
え
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
銘
に
よ
り
少
府
所
属
考
工
が
執
金
吾
所
属
武
庫
牧
臓
用
の
武
器
製
作
を
行
う
場
合
に
は
、
執
金
五
ロ
か
ら
謹
工

卒
史
が
涯
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
地
方
工
官
製
作
武
器
に
つ
い
て
も
同
様
に
執
金
吾
護
工
卒
史
が
「
省
」
官
と
し
て
涯
遣
さ



れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

-護
工
卒
史
の
設
置
は
武
一
帝
一
代
に
進
む
監
察
機
構
の
援
充
・
整
備
と
関
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
中
央
の
少
府

所
属
工
官
等
で
は
長
安
城
内
に
あ
る
の
で
随
時
監
察
が
可
能
で
あ
り
、
少
府
か
ら
常
時
護
工
卒
史
を
涯
遣
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
他
の
執

金
吾
と
寺
工
の
場
合
等
も
同
様
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
後
漢
代
に
は
直
属
上
級
官
鹿
の
太
僕
か
ら
考
工
に
護
工
卒
史
、
護
工
擦
が
涯
遣
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
地
方
工
官
に
も
護
工
卒
史
が
涯
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
器
物
製
作
命
令
を
出
し
た
官
麗
か
ら
の
涯
遣
と
考
え
ら
れ
、
少
府

属
官
が
少
な
い
の
で
技
術
官
吏
を
抱
え
て
い
た
太
僕
か
ら
の
涯
遣
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
こ
の
護
工
卒
史
は
郡
だ
い
え
ば
督
郵
の
よ

う
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

以
上
の
中
央
・
地
方
各
工
官
の
考
察
に
よ
っ
て
、
中
央
に
は
前
期
に
右
工
室
・
左
工
室
、
考
工
室
、
寺
工
、
向
方
、
内
官
、
東
園
匠
、
及
び

東
織
室
・
西
織
室
、
鋳
鏡
・
冶
銭
関
係
官
が
、
地
方
に
は
秦
代
以
来
の
停
統
の
あ
る
局
郡
西
主
官
を
始
め
と
す
る
河
南
郡
等
の
工
官
が
あ
っ
て

少
府
に
所
属
し
、
各
王
園
に
も
そ
れ
ぞ
れ
右

・
左
工
室
な
ど
の
工
室
が
存
在
し
た
。
ま
た
景
帯
代
に
は
銅
官
も
設
置
さ
れ
始
め
た
。
武
一
帝一
代
に

は
水
衡
都
尉
の
設
置
、
少
府
か
ら
の
移
管
等
に
よ
っ
て
大
幅
な
襲
更
が
生
じ
、
以
後
、
少
府
は
中
央
に
お
い
て
街
方

・
考
工
・
東
園
匠
・
東
西

(

回

)

織
室
を
、
地
方
に
お
い
て
工
官
・
服
官

・
銅
官
等
を
管
轄
し
た
。
な
お
工
官
は
一
時
均
鞍
卒
準
の
下
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
執

金
吾
は
武
器
製
作
を
主
任
務
と
す
る
寺
工
を
管
轄
し
、
内
官
は
宗
正
が
管
轄
し
た
。
水
衡
都
尉
は
鋳
銭
関
係
官
を
管
轄
し
、
前
漢
後
期
に
は
供

(

印

)

工
を
管
轄
し
た
。
ま
た
大
司
農
は
地
方
の
盟
官
・
織
官
を
管
轄
し
た
。
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要
す
る
に
、
中
央
が
直
接
掌
握
し
て
い
る
官
管
工
業
の
敷
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
規
模
も
大
き
か
っ
た
。
費
三
服
官
な
ど
は
六
、
七
千

人
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ヰ
ア
構
漢
簡
の
永
始
四
年
(
前
一
一
二
)
兵
車
器
集
簿
に
よ
れ
ば
東
海
郡
の
武
庫
牧
臓
の
武
器

(

印

〉

は
「
乗
輿
」
が
五
八
種
、
一
一
高
四
千
件
以
上
、
そ
の
他
が
一
八
二
種
、
二
一
ニ
一
五
高
三
千
件
以
上
で
あ
る
と
い
う
。
常
備
軍
維
持
の
た
め
の

武
器
牧
頭
数
の
莫
大
さ
が
わ
か
り
、
製
造
・
修
繕
経
費
の
多
さ
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
秦
以
来
維
持
さ
れ
て
き
た
軍
事
瞳
制
が
工
官
の

存
績
に
密
接
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
土
木
関
係
官
署
等
の
数
は
多
く
、
配
属
工
匠
・
刑
徒
等
は
莫
大
な
r

も
の
に
な
る
。
前
漢
時
代
の
武
器
・
器
物
・
衣
服
製
作
に
つ
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い
て
い
え
ば
、
園
家

・
官
臆
の
自
給
的
性
格
が
濃
い
時
代
で
あ
司
た
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
前
漢
時
代
の
繁
築
を
主
導
し
た
黄
河
ベ
ル

ト
地

帯
な
い
し
そ
れ
に
郊
接
す
る
諸
都
市
の
生
産
性
の
高
さ
で
あ
る
。
戦
園
時
代
の
秦
と
は
異
な
り
、
前
漢
に
お
い
て
は
工
人
の
集
積
し
た
こ
の
よ

う
な
諸
都
市
に
基
盤
を
置
い
て
お
り
、
こ
れ
が
官
営

・
民
間
共
通
の
基
盤
と
な
プ
た
。
地
方
工
官
設
置
豚
は
各
地
方
の
代
表
的
な
い
ず
れ
も
一商

工
業
が
活
滋
な
都
市
で
あ
り
、
そ
の
経
済
力
・
技
術
力
が
工
官
の
存
在
を
支
え
て
い
た
。
依
然
と
し
て
強
力
な
軍
事
瞳
制
を
維
持
し
つ
つ
も
、

武
一
一
帝
代
に
は
封
外
戦
争
の
た
め
に
若
干
官
営
工
房
が
擦
充
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
秦
統
一
段
階
の
縮
小
さ
れ
た
官
営
工
房
数
は
ほ
ぼ
維
持

さ
れ
て
き
た
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
前
漢
中
期
ま
で
の
経
済
の
損
大
期
に
は
、
秦
統
一
段
階
に
比
べ
て
も
民
間
手
工
業
の
徐
裕
が
大
き
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
武
一
帝
代
、
黄
河
ベ
ル
ト
地
帯
を
始
め
と
す
る
諸
都
市
は
、
園
家
に
よ
っ
て
告
絹
等
の
形
で
富
の
強
奪
を
被
り
、
前
漢
後
期
に
は
、
一
一
商

業
的
な
も
の
の
横
溢
の
失
亡
、
都
市
の
衰
弱
、
土
地
中
心
経
済
の
進
展
が
見
ら
れ
、
後
背
地
の
森
林
・
燃
料
不
足
や
、
渠
等
に
よ
る
農
業
生
産

ン
テ
ィ
ア
地
帯
の
人
口
が
増
加
し
て
く
る
が
、

一
方
黄
河
ベ
ル
ト
地
帯
の
南
に
位
置
す
る
准
河
を
中
心
に
し
て
東
西
に
延
び
る
フ
ロ

こ
こ
で
は
有
名
な
奨
重
の
荘
園
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
(
『
後
漢
書
』
巻
三
二
、
焚
宏
俸
〉
、
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及
び
牧
畜
等
に
も
衰
退
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

自
給
自

足
的
な
性
格
が
非
常
に
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
都
市
内
手
工
業
者
製
作
の
日
常
器
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
。

製
作
さ
れ
る
高
債
な
器
物
に
つ
い
て
は
、
都
市
内
の
工
匠
か
ら
の
購
入
な
い
し
招
務
工
匠
の
生
産
に
よ
っ
・
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
高
度
な
技
術
で

要
す
る
に
、
従
来
の
人
口
集
中
地
域
の
商
工
業
パ
ワ

l
の
低
下
、
新
人
口
増
加
地
域
で
の
人
口
の
績
散
と
荘
園
的
経
済
の
準
展
に
よ
っ
て
、

貨
幣
経
済
・
商
業
と
と
も
に
手
工
業
の
全
櫨
的
低
下
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
の
後
退
局
面
で
は
事
態
は
悪
循
環
に
陥
り
、
貨
幣
経
済
の

(

但

)

活
性
化
を
も
く
ろ
ん
だ
王
奔
の
貨
幣
政
策
の
失
敗
へ
と
績
く
。
前
漢
後
期
に
は
、
北
方
前
線
地
帯
の
緊
張
緩
和
に
よ
る
軍
事
瞳
制
の
緩
み
を
も

一
因
と
し
て
、
た
と
え
工
官
数
が
減
少
し
な
く
て
も
生
産
額
の
低
下
が
生
じ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
貢
高
等
の
縮
小
論
は
こ
の
よ
う
な
事
態
と

無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

て
手
工
業
は
後
退
局
面
で
は
官
営
・
民
間
共
に
縮
小
し
、
生
産
額
の
低
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
、

都
市
に
お

一
方
附
加
債
値
の
高
い
高
官
修
器
の
生
産
は
相
射
的
に
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
。

い
て
は
日
常
器
の
生
産
は
従
来
よ
り
減
少
し
、
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後
漢
時
代
の
工
官
と
官
営
手
工
業
の
襲
化

前
漢
代
に
比
べ
て
後
漢
代
の
中
央
工
官
は
極
め
て
少
な
い
。
『
績
漢
書
』
百
官
志
の
中
央
工
官
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
太
僕
所
属
の
考
工
(
令
・

左
右
丞
)
は
、
前
漢
代
少
府
所
属
で
後
漢
に
至
っ
て
太
僕
に
改
属
し
た
。
武
庫
牧
識
の
た
め
の
武
器
生
産
を
主
任
務
と
し
、
綬
の
織
成
、
器
物

製
作
等
諸
雑
工
を
捲
嘗
し
た
。
武
器
は
嘗
然
の
こ
と
と
し
て
、
製
造
器
物
に
つ
い
て
も
皇
帝
一
・
後
宮
用
で
は
な
く
中
央
諸
官
用
が
主
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
考
工
で
は
五
欽
銭
の
鋳
型
が
製
作
さ
れ
た
が
、
考
工
で
直
接
貨
幣
鋳
造
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
租
範
・
母
範
が
、逸
ら
れ

て
各
郡
園
単
位
で
貨
幣
の
鋳
造
が
な
さ
れ
た
。

(

位

〉

少
府
に
は
「
文
属
官
」
と
し
て
向
方
(
令
・
丞
)
が
あ
り
、
高
度
な
技
術
を
有
し
た
工
匠
が
配
置
さ
れ
、
御
用
の
万
剣
や
精
巧
な
諸
器
物
製

作
を
携
賞
し
た
。
向
方
は
『
後
漢
書
』
巻
一

O
上
、
皇
后
紀
上
、
和
烹
郵
皇
后
僚
に

其
の
易
・
(
贋
)
漢
の
釦
器
・
九
稽
侃
万
は
並
び
に
復
た
調
さ
ず
。
:
:
:
叉
御
府
・
向
方
・
織
室
の
錦
繍
・
水
軌
・
締
穀
・
金
銀
・
珠
玉
・

犀
象
・
薄
璃
・
彫
鍍
翫
弄
の
物
、
皆
絶
え
て
作
ら
ず
。
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と
見
え
る
よ
う
に
、
金
銀
等
の
賓
器
を
主
に
製
作
し
た
。
和
一
帝
代
に
は
宣
官
の
察
倫
が
山
内
方
令
を
加
位
さ
れ
て
お
り
、
後
漢
前
期
か
ら
宣
官
官

署
化
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
遁
典
』
巻
二
七
、
職
官
、
少
府
監
に
、
後
漢
末
、
中
・
左
・
右
三
向
方
と
し
た
と
あ
る
が
、
後
漢
後
期
の

宣
官
勢
力
の
援
大
の
中
、
賓
物
が
集
積
し
高
債
な
器
物
・
武
器
が
製
作
さ
れ
て
い
た
た
め
、
置
官
に
よ
っ
て
績
大
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
向
方
は
中
央
工
官
の
中
心
的
役
割
を
後
漢
末
以
後
果
た
す
が
、
後
漢
前
・
中
期
に
お
い
て
は
向
方
製
作
の
武
器
・
器
物
は
比
較
的
少

な
か
司
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
前
漢
・
王
奔
代
に
あ
っ
た
右
工
と
供
工
は
後
漢
初
期
に
は
慶
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

御
府
(
令
、
丞
・
織
室
丞
)
は
官
解
を
使
役
し
て
宮
中
用
衣
服
の
製
作
・
繕
修
と
洗
濯
を
捨
嘗
し
、
そ
の
衣
服
は
豪
者
華
美
な
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
御
府
の
一
丞
と
し
て
織
室
丞
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
前
漢
時
代
の
織
室
が
も
は
や
濁
立
し
た
官
署
と
し
て
で
は
な
く
、
御
府
内
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分
署
と
し
て
存
績
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
前
漢
代
は
皇
帝
・
皇
后
以
下
の
祭
服
を
主
に
製
作
し
た
。
し
か
し
『
績
漢
書
』
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輿
服
志
下
に
よ
れ
ば

「
莞
冠
」
即
ち
祭
服
は
陳
留
郡
裏
邑
鯨
か
ら
献
上
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
絹
織
物
業
の
盛
ん
な
裏
口巴
鯨
に
郡
直
属
の
工

房
が
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
税
物
徴
牧
を
携
嘗
し
た
郡
直
属
工
官
の
監
督
下
で
民
間
工
匠
が
製
作
し
た
も
の
を
陳
留
郡
が
貢
献
の
一
つ
と
し
て

献
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
織
室
が
部
太
后
の
節
倹
策
の
劉
象
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
安
一一
帝
初
年
ま
で
は
織
室
の
製
作
量
は
多
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
輿
服
志
の
停
え
る
朕
況
は
後
漢
後
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
郵
太
后
の
節
倹
策
以
降
織
室
の
機
能
低
下
が
起
こ

っ
て

十
分
な
回
復
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
高
級
織
物
生
産
地
-と
し
て
有
名
な
裏
邑
か
ら
「
献
」
・
「
調
L

と
い
う
形
で
上
稔
さ
せ
だ
も
の
と
思
わ
れ

る
。
要
す
る
に
、
後
漢
で
は
中
央
工
官
の
減
少
と
小
規
模
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

地
方
工
官
に
つ
い
て
は
、
漆
器
・
銅
器
銘
文
に
よ
っ
て
工
房
を
も
っ
萄
郡
西
工
官
と
庚
漢
郡
ヱ
官
の
存
在
が
知
ら
れ
、
中
央
か
ら
護
工
卒
史

が
波
遣
さ
れ
て
い
た
。
王
奔
時
代
に
は
漆
器
銘
文
の
「
省
」
官
の
賦
況
か
ら
工
官
は
郡
直
轄
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
後
漢
は
そ
れ
を

継
承
し
た
の
で
あ
る
。
百
官
志
五
の
郡
の
俊
広
司
工
有
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
工
官
を
置
き
、
工
の
税
物
を
主
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
豚
と
同

格
の
郡
直
属
の
盟
官
・
織
官
等
，と
と
も
に
、
工
が
多
い
所
に
税
物
徴
牧
の
た
め
に
工
官
が
置
か
れ
た
が
、
工
房
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
税
物
」
ば
買
り
上
げ
に
劉
す
石
税
も
含
む
が
、
物
納
が
多
か
っ
沿
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
郡
が
「
献
」

「調
」
の
形
で
上
験
し
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た
の
で
あ
る
。

漆
器
銘
文
等
に
よ
れ
ば
、
和
一
帝
一
代
ま
で
ば
萄
郡
西

・
贋
漢
郡
南
工
官
が
存
在
し
、
郡
園
の
一
般
的
な
貢
献
と
は
別
に
漆
器
と
万
創
等
が
調
さ

れ
て
い
た
。
王
奔
末
の
戦
凱
の
た
め
工
房
が
破
壊
さ
れ
て
工
匠
が
分
散
し
て
い
た
中
原
各
工
官
と
は
異
な
っ
て
、
萄
が
大
き
な
戟
観
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
が
無
く
、
公
孫
述
が
易
一
帯
を
い
わ
ば
温
存
し
た
た
め
工
官
も
存
績
し
、
そ
れ
を
入
手
し
た
後
漢
が
こ
の
二
郡
に
工
官
を
置
い
た
と

い
う
経
緯
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
二
郡
だ
け
は
例
外
的
に
前
漢
・
主
奔
代
と
同
様
、

-
中
央
へ
の
器
物
上
聡
の
義
務
を
有
す
る
工
官
と
し
て
存
績

し
、
少
な
く
と
も
郵
太
后
の
節
倹
策
費
施
時
期
ま
で
は

一
定
の
数
量
を
毎
年
中
央
に
上
験
し
て

い
た
。
な
お
、
こ
の
節
倹
策
は
鶏
帯
延
卒
元
年

(一

O
六
)
六
月
十
三
日
の
節
約
策
を
打
ち
出
し
た
詔
以
後
展
開
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
以
降
雨
工
官
製
作
器
物
銘
が
見
ら

れ
な
い
の
で
、
官
営
工
房
と
し
て
の
商
工
官
は
こ
の
時
期
以
降
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。



後
漢
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
「
萄
郡
巌
氏
造
作
」
銘
(
『
漢
金
文
録
』
巻
五
、
銅
洗
)
等
に
、

「
萄
郡
」
を
冠
し
た
"「
巌
氏
」
な
ど
の
特
定
の

工
匠
の
氏
名
が
見
ら
れ
る
。
漆
器
銘
文
で
は
「
萄
郡
西
工
・
:
宜
子
孫
、
直
氏
作
」
(
卒
壊
出
土
〉
と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
工
官
の
中
で
特
定

(
臼
〉

の
家
に
よ
る
世
襲
的
繕
承
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
工
官
所
属
時
代
に
は
「
工
官
」
を
冠
し
て
そ
の
氏
名
を
記
し
、
工
官

麿
止
後
は
工
官
名
を
も
は
や
記
さ
ず

「
局
郡
」

都
蘇
の
工
匠
の
租
税
と
器
物
調
達
を
任
務
と
し
た
工
官
が
存
在
し
た
こ
と
と
、

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
萄
」
に
よ
っ
て
局
郡
製
作
を
一
万
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
銘
文
の
在
り
方
は
、
局
郡
成

五
六
引
菅
令
〉
と
同
様
な
形
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

工
匠
が
銘
に
「
萄
」
と
だ
け
記
載
し
て
申
告
納
税
し
販
買
し
て

後
代
の
、
漆
器
製
作
に
お
い
て
申
告
さ
せ
、
一
製
品
に
年
月
姓
名
を
朱
書
さ
せ
る
規
定
(
『
太
卒
御
覚
』
巻
七

(

西

工

)

(

作

)

な
お
元
始
二
年
〈
後
二
〉
の
「
萄
郡
口
口
・
:
牢
氏
口
口
口
」
銘
木
胎
案
(
卒

壊
出
土
)
は
既
に
世
襲
化
が
前
漢
後
期
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
漆
器
一・
銅
器
・
万
創
等
の
製
作
に
お
い
て
、
前
漢
後
期
に
は
工
官
内
で
特
定
の
一
族
に
よ
る
技
術
の
俸
授
が
始
ま
っ
て
い
た
と

す
れ
ぽ
、
秦
律
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
工
官
内
で
技
術
教
育
が
な
さ
れ
、

す
る
、

一
定
の
習
熟
ま
で
工
官
が
責
任
を
負
っ
て
い
た
の
と
は
性
格
を
異
に

一
族
に
よ
る
俸
授
が
そ
の
内
部
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
秦
・
前
漢
の
工
官
が
多
く
の
未
熟
練
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努
働
者
を
抱
え
九
大
量
の
器
物
・
武
器
製
作
の
た
め
に
、
一
定
の
共
通
の
技
術
水
準
ま
で
引
き
上
げ
、
大
量
生
産
に
必
要
な
工
匠
を
確
保
し
た

の
に
劃
し
て
、
こ
う
し
た
一
族
に
よ
る
技
術
俸
授
は
他
の
者
へ
の
俸
授
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
次
第
に
技
術
の
贋
が
り
が

制
約
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
既
に
秦
代
で
も
漆
器
銘
文
等
広
よ
れ
ば
都
市
内
の
手
工
業
者
は
血
縁
的
技
術
俸
授
を
行
つ
で
い
た
よ
う
で
あ

り
、
女
子
や
子
供
も
漆
器
生
産
に
加
わ
っ
て
い
た
。
し
か

L
ま
だ
秦
・
前
漢
代
は
、
個
人
へ
の
停
授
が
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前

漢
後
期
に
は
個
人
へ
の
停
授
・
教
育
を
し
て
き
た
工
官
内
で
も
こ
の
よ
う
な
襲
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

'
秦
・
前
漢
代
、
耕
地
面
積
・
諸
生
産
・
法
律
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
量
的
損
大
に
よ
る
現
貫
へ
の
封
躍
が
な
さ
れ
た
が
、
法
律
傑
文
の
増
加
を

除
き
、
生
産
面
で
は
前
漢
後
期
に
量
的
按
大
が
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
て
縮
小
に
向
い
、
貨
幣
経
済
の
停
滞
・
表
、
退
が
生
じ
て
い
た
。
手
工
業
も

そ
の
大
き
な
国
変
動
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
技
術
停
承
と
い
う
最
も
根
幹
的
な
部
分
で
、
静
か
に
量
か
ら
質
へ
の
轄
換
が
起
と
っ
て

725 
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い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
技
術
が
量
的
抜
大
か
ら
、
質
を
維
持
し
た
上
で
の
量
的
縮
小
へ
轄
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
商
品
生
産
・
流
逼

が
狭
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
針
躍
し
て
、
工
匠
た
ち
も
よ
り
者
修
的
生
産
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
一
位
舎
全
瞳
の
保
守
化
の
な
か
で
、

血
縁
的
教
育
・
俸
授
を
よ
り
重
視
す
る
よ

(

臼

)

い
わ
ば
家
事
的
停
承
の
時
代
へ
の
轄
換
で
あ
る
。
あ
る
い
は
門
生
・
故
吏
の
よ
う
な
「
封
建
」
的
闘
係
と
同

工
匠
も
技
術
を
個
人
か
ら
個
人
へ
停
授
す
る
よ
り
は
、

う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

様
な
関
係
が
、

血
縁
以
外
の
者
へ
の
技
術
俸
授
に
お
い
て
強
ま
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
後
漢
代
の
官
営
手
工
業
に
は
、
中
央
の
考
工
・
向
方
、

御
府
の
下
の
織
室
、
及
び
地
方
の
萄
郡
西
工
官

・
贋
漢
郡
工
官
、
各

郡
の
鍛
官
の
工
場
、
及
び
河
東
等
若
干
の
銅
官
が
あ
っ
た
。
前
漢
代
の
工
官
の
数
と
規
模
に
比
べ
て
著
し
く
減
少

・
縮
小
し
、
か
っ
そ
の
内
部

に
お
い
て
工
匠
の
世
襲
化
が
進
行
し
定
着
し
て
い
た
。

後
漢
前
期
に
見
ら
れ
た
財
政
困
難
、
郡
鯨
数
の
削
減
、
内
郡
園
常
備
軍
の
撤
鹿
等
の
背
景
に
は
、
黄
河
ベ
ル
ト
地
帯
を
中
心
と
す
る
人
口
の

激
減
、
回
復
の
遅
さ
、
そ
し
て
経
済
全
般
の
停
滞
が
あ
っ
た
。
前
漢
代
ま
で
の
よ
う
な
軍
事
瞳
制
を
と
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
ず
、
武
器
も
考

工
で
の
製
造
に
加
え
て
民
間
工
匠
の
雇
用
や
買
い
上
げ
で
間
に
合
う
程
度
に
減
少
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
衣
服
も
同
様
で
あ
り
、
特
殊
な
祭
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服
等
は
織
室
で
織
成
・
製
作
し
て
も
、

日
常
の
衣
服
の
多
く
は
陳
留
や
斉
郡
か
ら
の
「
献
」
あ
る
い
は
「
調
」
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

ぅ
。
越
布
の
場
合
は
曾
稽
郡
の
毎
年
の
献
物
で
あ
っ
た
が
(
『
後
漢
書
』
巻
八

一、

濁
行
停
・
陵
績
俸
)
、

こ
れ
と
同
様
に
布
吊
の
産
地
か
ら
一
定
の

数
量
を
上
轍
さ
せ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
財
政
権
の
多
く
を
地
方
に
移
管
し
て
い
た
後
漢
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
献
」
あ
る
い
は
「
調
」

と
い
う
形
で
地
方
か
ら
富
を
中
央
に
吸
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
後
漢
で
は
、
中
央

・
地
方
が
官
営
工
房
の
直
営
よ
り
は
、
工
官
を
通
じ
て
民
間
工
匠
か
ら
得
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
特
別
な
御
用
器
や
衣
服
及
び
最
低
必
要
な
武
器

・
器
物
は
向
方
・
御
府
及
び
考
工
に
よ
る
製
作
を
行
い
、
そ
れ
以
外
は
こ
の
形
で
調

達
し
た
。
い
わ
ば
後
漢
は
中
央
に
は
直
営
す
る
力
が
な
く
、
工
官
設
置
郡
か
ら
の
「
調
」
的
牧
奪
に
依
援
し
、
郡
は
さ
ら
に
民
間
工
匠
か
ら
の

税
物
徴
牧

・
買
牧
を
賞
態
的
に
は
強
奪
の
よ
う
な
形
で
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
工
官
に
把
握
さ
れ
た
民
間
工
匠
は
、
官
営
工
房
に
は



所
属
し
な
い
も
の
の
、
逆
に
官
へ
の
隷
属
性
が
強
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
右
述
の
工
匠
に
お
け
る
世
襲
化
と
卒
行
す
る
、
身
分
的
把
握
の
進
行

で
あ
る
。

な
お
後
漢
後
期
に
は
自
然
災
害
・
売
族
の
反
凱
に
よ
っ
て
財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
戚
・
宣
官
勢
力
の
伸
長
と
皇
帝
の
箸

修
と
が
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
れ
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
河
内
郡
等
か
ら
の
布
吊
上
轍
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
調
」
形
式
で
上
轍
を
増

加
さ
せ
た
。
嘗
然
、
陳
留
郡
や
斉
郡
か
ら
の
調
も
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
皇
帝
の
奪
修
と
宣
官
勢
力
の
伸
長
が
、

中
・
左
・
右
の
三
向
方
に
績
大
さ
せ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

向
方
を

結
論

中
園
古
代
手
工
業
の
衰
退

秦
の
統
一
を
承
け
た
前
漢
代
、
都
市
の
経
済
力
・
技
術
力
を
基
盤
と
し
て
中
央
・
地
方
に

E
大
な
各
種
工
官
を
設
置
し
て
武
器
・
器
物
等
の

自
排
を
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
工
官
に
は
多
く
の
工
匠
と
刑
徒
を
含
む
労
働
者
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
民
開
手
工
業
者
も
上
は
盟
鍛
業
者
を
始
め

と
し
て
活
設
な
生
産
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
な
民
間
商
工
業
の
活
設
な
朕
況
が
『
史
記
』
巷
二
一
九
、
貨
殖
列
俸
の
一
商
品
の
豊
富
さ
に

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
盟
織
に
闘
し
て
は
専
貰
制
の
賓
施
に
よ
っ
て
そ
の
利
盆
を
園
家
に
吸
牧
さ
せ
、
工
匠
た
ち
は
盟
官
・
鎮
宮
内

で
そ
の
技
術
を
維
持
・
向
上
さ
せ
た
。
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民
間
・
園
家
と
も
に
活
設
だ
っ
た
手
工
業
も
、
武
一
帝
後
半
以
降
全
般
的
経
済
費
動
の
中
で
衰
え
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
「
市

場
」
の
縮
小
が
進
み
、
狭
い
範
圏
を
劃
象
と
す
る
日
用
品
的
器
物
生
産
は
あ
る
程
度
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
都
市
居
住
の
工
匠
は
よ
り
奪
修
的

生
産
、
即
ち
販
貰
範
聞
の
廉
い
附
加
債
値
の
高
い
一
商
品
の
製
造
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
官
替
手
工
業
に
お
い
て
も
、
そ
の
組
織
自

瞳
が
工
を
再
生
産
し
て
い
た
の
に
劃
し
て
、
内
部
で
の
血
縁
的
技
術
停
授
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
。

王
奔
時
代
を
経
た
後
漢
で
は
、
黄
河
ベ
ル
ト
地
帯
の
人
口
と
都
市
生
産
力
の
低
下
、
人
口
が
増
加
し
た
南
方
で
の
人
口
蹟
散
と
荘
園
的
経

営
、
こ
れ
ら
に
伴
う
技
術
者
の
援
散
に
よ
っ
て
、
一
商
工
業
の
落
ち
込
み
は
準
む
。
従
っ
て
工
匠
の
敷
も
減
少
し
た
と
み
ら
れ
る
。
後
漢
は
直
営

727 
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工
官
の
数
も
規
模
も
縮
小
し
、
税
物
権
嘗
の
工
官
を
通
じ
て
の
民
間
工
匠
か
ら
の
強
奪
を
行
っ
た
。
全
般
的
後
退
局
面
の
中
で
は
、
後
漢
が
軍

事
剛
匝
制
を
大
幅
に
弛
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

民
間
手
工
業
の
設
展
は
な
か
っ
た
し

工
官
に

把
握
さ
れ
た

工
匠

へ
の
園
家
の

寄
生
性
が
強
ま

り
、
工
匠
の
園
家
へ
の
身
分
的
隷
層
化
も
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

「
後
漢
時
代
の
民
間
私
営
手
工
業
は
、
瑳
展
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り」

「
全
盟
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
後
漢
時
代
の
手
工
業

(

臼

)

と
商
業
と
は
、
と
く
に
額
著
な
線
盟
的
低
落
傾
向
に
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
高
敏
氏
の
よ
う
な
理
解
も
あ
る
が
、
屋
宴
『
政
論
』

に
見
え
る
五
原
郡
に
お
け
る
織
作
開
始
は
(
『
太
卒
御
覧
』
巻
二
七
)
、
後
漢
代
に
手
工
業
が
護
展
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
人
口
が

少
な
い
漫
郡
に
お
け
る
生
産
の
停
滞
と
そ
れ
に
伴
う
工
匠
の
減
少
を
こ
そ
一
示
す
。
ま
た
後
漢
末
開
中
地
区
の
農
民
は
牛
車
を
作
る
技
術
を
も
た

な
か
っ
た
が
〈
『
青
書
』
巻
二六、

食
貨
志
)
、
秦

・
前
漢
代
に
は
日
常
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
牛
車
(
大
車
〉
の
製
作
技
術
さ
え
も
が
こ
の
地
域

で
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
全
睦
的
技
術
者
の
不
足
朕
況
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

全
般
的
手
工
業
の
減
少
の
中
で
む
し
ろ
質
的
に
は
向
上
す
る
部
分
も
あ
り
、
そ
の
技
術
が
血
縁
的
に
停
授
さ
れ
た
。
中
央
で
は
向
方
に
高
度

- 28'ー

技
術
者
が
集
中
し
た
と
思
わ
れ
る
。
官
営
手
工
業
に
お
い
て
も
、
後
漢
後
期
に
は
、
民
間
で
一
般
的
で
あ

っ
た
者
修
品
製
作
と
い
う
傾
向
が
現

(

印

)

わ
れ
、
軍
事
に
お
け
る
世
襲
的
兵
員
確
保
の
動
向
と
同
様
に
、
特
殊
技
術
者
の
確
保
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
身
分
的
把
握
が
進
行

し
て
い
た
民
間
工
匠
が
製
作
し
た
奪
修
的
器
物
は
、
豪
族
等
の
需
要
の
存
在
に
よ
っ
て
洛
陽
を
中
心
に
し
て
か
な
り
の
生
産
が
な
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
が
、
も
は
や
量
的
減
少
傾
向
が
支
配
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
後
漢
時
代
に
各
地
の
特
産
物
の
記
録
が
か
な
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
各
地
域
の
先
賢
俸
や
地
誌
的
な
も
の
が
作
ら
れ
て
く
る

が
、
こ
の
時
代
に
郡
単
位
で
強
ま
っ
て
き
た
郷
土
意
識
が
各
地
の
特
産
物
を
強
調
す
る
形
で
記
録
し
始
め
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
。
そ
し
て

特
産
物
市
場
は
康
域
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、

そ
れ
が
量
的
に
多
く
は
な
く
て
も
特
産
品
と
し
て
強
調
さ
れ
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

決
し
て
後
漢
時
代
の
一
商
品
生
産
が
活
漉
と
な
司
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
規
模
を
縮
小
す
る
形
で
特
産
物
と
し
て
そ
の
地
域

ご
と
に
そ
の
生
産

・
技
術
が
、

し
か
も
か
な
り
制
約
さ
れ
た
形
で
俸
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
に
お
い
て
も
量
で
は
な
く
質
を
維
持
し



つ
つ
縮
小
し
て
い
っ
た
扶
況
が
、
逆
に
各
地
に
特
産
物
が
増
え
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
輿
え
る
の
で
あ
る
。

三
園
時
代
、
再
び
戟
園
時
代
同
様
の
軍
事
瞳
制
が
と
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
数
少
な
い
工
匠
た
ち
を
園
家
に
緊
縛
し
、
か
つ
世
襲
的
に
固
い
こ

も
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
民
間
エ
匠
の
一
層
の
減
少
が
生
じ
、
ま
た
工
官
等
の
工
匠
は
そ
の
隷
属
性
を
増
し
、
一
部
は
賎
民
に
近
い

者
も
現
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
園
家
は
必
要
な
工
匠
を
隷
属
さ
せ
、
身
分
制
的
に
束
縛
す
る
よ
う
に
な
る
。
全
般
的
身
分
制
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

く
工
匠
も
ま
た
「
百
工
」
と
し
て
位
置
附
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
工
匠
を
め
ぐ
る
朕
況
は
、
人
口
の
減
少
、
全
瞳
的
生
産
の
停
滞
と
密
，接
に
関
係
し
つ
つ
、
民
関
手
工
業
者
を
「
量
」
的
に
制
約

し
、
民
間
手
工
業
は
辛
ち
じ
て
血
縁
的
技
術
停
授
に
よ
っ
て
そ
の
技
術
を
維
持

L
え
た
。
し
か
も
敷
が
少
な
い
と
い
う
致
命
的
な
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
観
音
南
北
朝
期
の
手
工
業
の
全
般
的
媛
大
は
困
難
で
あ
っ
た
。
た
だ
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
皐
聞
も
含
め
て
、
一
族
に

蓄
積
さ
れ
た
「
停
承
す
べ
き
も
の
」
は
、
あ
る
場
合
に
は
よ
り
高
度
な
も
の
を
生
み
出
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
場
合
に
は
そ
の
技
術
の
停
承

者
が
絶
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
代
に
俸
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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註(
1
〉
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
研
究
は
、
加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
圏
家
財

政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
に
一
帝
室
財
政
一
斑
」
(
一
九
一
八
，
.
一
九

年
初
出
。
『
支
那
経
済
史
考
詮
』
上
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
三
年
、
所

牧
)
。
佐
藤
武
敏
『
中
園
古
代
工
業
史
の
研
究
』

一吉
川
弘
文
館
ー
一
九

六
二
年
。
4

角
谷
定
俊
「
秦
に
お
け
る
青
銅
工
業
の
一
考
察
1
工
官
を
中

心
に

l
」一
(
『
駿
牽
史
事
』
五
五
、
一
九
ん
二
年
)
。
佐
原
康
夫
「
戟
園

時
代
の
府
・
庫
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
匁
』
四
三
l
て
一
九
八
四

年
)
。
影
山
剛
『
中
園
古
代
の
商
工
業
と
事
責
制
』
東
京
大
準
出
版
舎
、

一一
九
八
四
年
。
陳
直
『
漢
書
新
詮
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九

年
。
方
詩
銘
「
従
出
土
文
物
看
漢
代
。
工
官
。
間
一
些
問
題
」
(
『
上
海
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博
物
館
集
刊
』
一
九
八
二
l
一
一
〉
。
亥
仲
一
「
秦
中
央
督
造
的
兵
器
刻

僻
綜
述
L
↑

r(

『
考
古
典
文
物
』
一
九
八
四
1
五
)
。
陳
卒
「
試
論
戦
園
型

秦
兵
的
年
代
及
有
開
問
題
」
p

(

『
中
園
考
古
拳
研
究
論
集
|
紀
念
夏
嬬

先
生
考
古
一五
十
周
年
』
一
一
一
秦
出
版
社
、

~
一
九
八
也
年
)
。
王
輝
「
殿
園
ー

ゥ
府
。
之
考
察
」

'同
同
『
中
園
考
古
拳
研
究
論
集
』
所
牧
)
。
主
皐
理

「
秦
代
軍
工
生
産
標
準
化
的
初
歩
考
察
」
〈
『
考
首
輿
文
物
』
一
九
八
七

|
五
)
。
高
敏
(
大
櫛
敦
弘
誇
)
尋
常
漢
時
代
の
官
私
手
工
業
」
〈
『
中

園
|
祉
舎
と
文
化
J
』
四
、
一
九
八
九
年
六
月
)
。
李
光
箪
「
秦
。
王

師
。
考
」
(
『
文
博
』
一
九
九
二
|
一
二
〉
。
楊
涼
「
。
河
内
工
官
。
的
設

置
及
其
湾
機
生
産
年
代
考
」
(
『
文
物
』
-
九
九
四
|
五
〉
。
等
多
数
あ
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る。

(
2
)
J
P
E
F
5
2ミ
E
E
-
-
a
O
R
n
g
S
L
O
R
n
-
号
。
同
巧
R
E
-

玄
2rmw門
的

曲

H
L
F釦
ロ
仏
臼

5
5
0
の
r・5
u
u、
口
同
日
々
w
w
m

〉
の
、
叶
〉

〉
ω【
〉
、
『
目
。
〉
・
呂
田
。
・
(
「
秦
代
の
工
官
・
市
官
・
田
官
」
)

(
3
〉
拙
稿
「
秦
・
前
漢
代
貨
幣
史
l
東
ア
ジ
ア
貨
幣
史
研
究
の
基
礎
と
し

て
l
」
(
『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
三

O
、
一
九
九
四
年
)
。

(

4

)

陸
虎
地
秦
墓
竹
衡
に
つ
い
て
は
、
《
雲
夢
陵
虎
地
秦
墓
》
編
篤
組

『
雲
夢
陸
虎
地
秦
墓
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
九
月
)
の
筒
番

挽
と
、
薩
虎
地
秦
墓
竹
筒
整
理
小
組
『
陸
虎
地
秦
墓
竹
筒
』
(
文
物
出

版
社
、
一
九
九

O
年
九
月
〉
の
頁
数
と
を
あ
げ
る
。

(

5

)

拙
稿
「
中
園
古
代
の
一
商
と
貰
ー
そ
の
一
意
味
と
思
想
史
的
背
景
l
L

(
『
東
洋
史
研
究
』
四
七
|
て
一
九
八
八
年
〉
。

(

6

)

佐
藤
武
敏
「
秦
・
漢
初
の
漆
器
の
生
産
に
つ
い
て
」
(
『
古
史
春
秋
』

四
、
一
九
八
七
年
〉
に
基
づ
い
た
前
掲
拙
稿
「
秦
代
の
工
官
・
市
官
・

田
官
」
で
の
漆
器
生
産
に
つ
い
て
の
検
討
。

(
7
〉
内
史
へ
期
間
未
了
者
名
籍
を
塗
っ
た
結
果
は
、
彼
等
が
訓
練
を
受
け

た
二
年
聞
は
、
通
常
の
力
役
・
兵
役
を
菟
除
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
義
務
を
一
度
に
果
た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

な
ん
ら
か
の
罰
、
た
と
え
ば
最
前
線
へ
迭
ら
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

〈
8
)

『
文
物
』
一
九
九
五
|
ニ
掲
載
の
『
奏
議
書
』
。

(

9

)

江
村
治
樹
「
戦
園
時
代
出
土
文
字
資
料
概
述
」
(
林
巴
奈
夫
編
『
戟

園
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』
京
都
大
皐
人
文
科
察
研
究
所
、

一
九
八
五

年〉。

(
叩
)
前
掲
拙
稿
「
秦
代
の
工
官
・
市
官
・
田
官
」
で
、
こ
の
部
分
を
「
工

室
が
年
度
ご
と
に
製
作
す
る
べ
き
器
物
に
つ
い
て
の
定
め
に
従
わ
ず
、

ま
た
(
丞
相
や
郡
守
の
)
命
書
も
無
い
の
に
、
敢
え
て
規
定
以
外
の
器

物
を
製
作
し
た
な
ら
ば
、

工
師
と
丞
は
そ
れ
ぞ
れ
ニ
甲
の
罰
金
と
す

る
。
豚
工
が
設
立
後
始
め
て
〈
郡
や
中
央
に
)
器
物
を
上
納
し
て
、
そ

の
成
績
が
殿
で
あ
っ
た
場
合
、
(
工
室
〉
車
田
夫
即
ち
工
師
を
一
甲
の
罰

金
と
し
、
豚
車
田
夫
即
ち
鯨
令
及
び
工
室
の
丞
以
下
の
吏
・
曹
長
は
い
ず

れ
も
一
盾
の
罰
金
と
す
る
。
」
と
謬
し
た
。
こ
の
「
豚
畜
夫
」
は
鯨
令

と
考
え
ら
れ
、
秦
代
工
室
が
置
か
れ
て
い
た
燃
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

い
が
、
そ
の
豚
内
に
工
室
か
新
設
さ
れ
た
場
合
は
豚
令
が
工
室
の
監
督

責
任
を
負
い
、
二
年
目
以
降
は
工
室
は
あ
く
ま
で
も
内
史
な
い
し
郡
に

責
任
を
負
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
江
)
拙
稿
『
秦
漢
財
政
牧
入
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
)
の

第
四
章
第
二
節
参
照
。

〈
ロ
)
拙
稿
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
1

均
総
卒
準
と
『
周
躍
』
の

思
想
史
的
検
討
|
」

(
『
思
想
』
七
二
一
、
一

九
八
四
年
)
参
照
。

(
日
〉
前
掲
拙
著
第
四
章
第
四
節
参
照
。

(
U
〉
陳
卒
前
掲
論
文
。

(
日
)
『
墨
子
』
備
城
門
篇
等
に
見
え
る
城
邑
防
衛
戦
に
お
け
る
総
動
員
陸

制
(
拙
稿
「
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
な
い
も
の
|
「
守
御
器
簿
」
を
め
ぐ

っ
て

l
」
卒
成
四
・
五
年
度
科
皐
研
究
費
報
告
書
『
中
園
に
お
け
る
歴

史
認
識
と
歴
史
意
識
の
展
開
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』
一
九
九
四

年
〉
が
参
考
に
な
る
。

(MC
註
(
叩
〉
参
照
。

(
口
)
佐
原
康
夫
前
掲
論
文
。

(
日
)
江
村
治
樹
「
戦
闘
三
耳
目
都
市
の
性
格
」
(
『
名
古
屋
大
畢
文
皐
部
研
究
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論
集
』

X
C
V
・
史
皐
二
一
二
、
一
九
八
六
年
)
。

(
四
〉
銀
雀
山
漢
墓
竹
筒
整
理
小
組
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
筒
〈
萱
)
』
〈
文
物
出

版
社
、
一
九
八
五
年
〉
。

(
却
)
責
盛
嘩
J

「
寺
工
新
考
」
(
『
考
古
』
一
九
八
三
l
九
)
。
拙
稿
「
前
漢

武
帯
代
の
財
政
機
構
改
革
」
〈
『
東
北
大
皐
東
洋
史
論
集
』
一
、
一
九

八
四
年
〉
。

(
紅
)
拙
稿
「
で
射
と
二
つ
の
新
設
見
l
未
央
宮
三
掠
建
築
遺
祉
と
揚
州
胡

場
五
鋭
漢
墓

l
」
(
『
歴
史
』
七
八
、
一
九
九
二
年
〉
。

(
辺
〉
裳
仲
一
前
掲
論
文
。

(
お
)
陳
卒
・
裳
仲
一
前
掲
論
文
。

(
M
A
)

李
皐
動
「
論
美
決
枚
戯
曲
幾
件
商
周
文
物
」
(
『
文
物
』
一
九
七
九

ー
一
二
)
。

(
お
)
資
盛
嘩
「
新
出
秦
兵
器
銘
刻
新
探
」
(
『
文
博
』
一
九
八
八
!
六
〉
。

(
お
〉
前
掲
拙
稿
「
秦
代
の
工
官
・
市
官
・
田
官
L
。

(
幻
)
陳
卒
前
掲
論
文
。

(
お
〉
工
藤
元
男
「
陸
虎
地
秦
墓
竹
衡
の
属
邦
律
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
洋
史

研
究
』
四
三
|
一
、
一
九
八
四
年
)
。

(
却
〉
江
村
治
樹
前
掲
「
戦
闘
時
代
出
土
文
字
資
料
概
述
」
。

(
却
)
拙
稿
「
秦
漢
時
代
の
大
内
と
少
内
」
(
『
集
刊
東
洋
暴
』
五
七
、
一
九

八
七
年
)
。

(
況
〉
西
嶋
定
生
「
謬
寄
の
鋭
に
つ
い
て
」
〈
一
九
七
二
年
初
出
。
『
中
園

古
代
園
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
八
三
年
、
所

牧
)
の
理
解
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

(
m
M

〉
『
考
古
典
文
物
』
一
九
九
七
|
一
。

(
お
)
封
泥
を
扱
う
場
合
は
、
江
村
治
樹
「
東
京
圏
立
博
物
館
保
管
陳
介
族

奮
臓
の
封
泥
|
と
く
に
そ
の
形
式
と
使
用
法
に
つ
い
て
|
」
(
『
M
U
S

E
U
M』
三
六
四
、
一
九
八
一
〉
の
参
照
が
必
要
。

〈
担
)
前
掲
拙
稿
「
前
漢
武
一
帝
代
の
財
政
機
構
改
革
」
。

(
お
〉
前
掲
拙
稿
「
秦
・
前
漢
代
貨
幣
史
」
。

(
お
)
周
準
『
再
績
封
泥
考
略
』
等
。
陳
直
前
掲
著
書
。

(
日
出
)
前
掲
拙
稿
「
秦
代
の
工
官
・
市
官
・
田
官
」
で
は
文
帯
頃
と
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
-
訂
正
す
る
。
な
お
武
帯
初
年
の
銅
鼎
銘
に
「
工
宮
」

が
見
え
る
(
『
文
物
』
一
九
八
二
|
九
)
。

(
叩
拍
〉
前
掲
拙
稿
「
前
漢
武
一
帝
代
の
財
政
機
構
改
革
」
。

(
鈎
)
加
藤
繁
前
掲
論
文
、
陳
直
前
掲
著
書
。

(
川
叫
)
前
掲
拙
著
第
六
章
第
二
節
参
照
。

(

4

)

「
中
山
同
方
」
〈
『
漢
金
文
録
』
各
一
一
)
銘
は
戸
宮
中
の
倫
方
」
の
意
味

で
あ
り
、
『
三
輔
黄
園
』
巻
六
の
「
作
室
、
上
方
工
作
之
所
」
と
『
漢

書
』
巻
九
九
下
、
王
葬
俸
下
の
「
作
室
門
」
に
よ
り
向
方
の
工
房
が
未

央
宮
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
必
〉
加
藤
繁
前
掲
論
文
。
ま
た
予
湾
漢
衡
の
「
輪
銭
資
服
官
」
。

(
必
〉
加
藤
繁
前
掲
論
文
。

(
川
悦
〉
大
庭
修
「
漢
の
畜
夫
」
(
一
九
五
五
年
初
出
。
『
秦
漢
法
制
史
の
研

究
』
創
文
社
、
一
九
八
二
年
、
所
牧
)
。

(
必
〉
陳
直
前
掲
著
書
。

〈
日
明
〉
以
下
に
言
及
す
る
卒
嬢
出
土
漆
器
銘
文
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を

網
羅
し
て
い
る
町
田
章
「
漢
代
紀
年
銘
漆
器
褒
成
」
(
同
着
『
古
代
東

ア
ジ
ア
の
装
飾
墓
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
七
年
)
を
参
照
。

(
円
引
)
拙
稿
「
漢
代
財
政
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
北
海
道
教
育
大
皐

紀
要
』
(
第
一
部
B
)
一一一一一
l
て
一
九
七
二
年
〉
。
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(
必
)
加
藤
舶
来
前
掲
論
文
。

(
必
)
前
掲
制
稿

「
前
漢
武
一
帝
代
の
財
政
機
構
改
革
」
。

(
叩
)
『
文
物
』
一
九
九
六
|
八
、
並
び
に
『
文
物
』
一
九
九
七
|
一
。

(
日
)
中
園
社
舎
科
附
学
院
考
古
研
究
所

・
一円
北
省
文
物
管
理
庭
『
満
城
漢
墓

愛
掘
報
告
』
上
下
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八

O
年
。

(
臼
)
町
田
一章
前
掲
論
文
は

「
梓
誼
郡
」
と
す
る
が
、
就
都
郡
子
同
豚
(
梓

撞
豚
)
所
在
で
あ
る
。

(
臼
)
方
詩
銘
前
掲
論
文
。

(
臼
)
前
矯
『
繍
城
漢
墓
愛
掘
報
告
』
。

(
%
以
「
十
六
工
官
」
と
あ
る
居
延
漢
簡
二
五

0
・
一
七
は
地
湾
(
肩
水
候

官
)
出
土
で
、
梱
包
番
挽
二
五

O
に
は
宣

・
元
期
の
紀
年
が
見
え
る
の

七
、
こ
れ
が
首
時
の
工
官
数
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
回
以
大
庭
筒
・
町
田
章
前
掲
論
文
。

(
閉
山
)
佐
原
康
夫

「
漢
長
安
城
未
央
宮
三
挽
建
築
遺
祉
に
つ
い
て
」
(
『
史

林
』
七
四
|

一
、
一
九
九
一
年
)
。
前
掲
拙
稿
「
で
射
と
二
つ
の
新
設

見」
。

(
四
四
)
拙
稿
「
均
輪
卒
準
と
桑
弘
羊
|
中
園
古
代
に
お
け
る
財
政
と
商
業

ー
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
G

[
一
ニ
、
一
九
八

一
年)。

(
印
)
中
央
・
地
方
の
武
庫
や
郡
豚
の
庫
あ
る
い
は
王
図

・
列
侯
園
の
庫
に

は
、
秦
代
同
様
修
繕
の
た
め
に
工
が
配
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

彼
等
が
器
物
製
作
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
(
『
漢
金
文
録
』
巻

二
、
洛

陽
武
庫
鍾
。

『
文
物
』
一
九
七
八
|
八
、
汝
陰
侯
園
器
物
)
。

(
印
)
『
文
物
』
一
九
九
六

l
八。

(

mU
)

拙
稿
「
王
奔
代
貨
幣
史
」

(
『
東
北
大
皐
東
洋
史
論
集
』
六
、

九
五
年
〉
。

(
臼
)
拙
稿
「
後
漢
の
大
司
炭
と
少
府
」
(
『
史
流
』
一
八
、

一
九
七
七
年
)
。

(
臼
〉
永
元
六
年
(
九
四
)
考
工
製
作
銅
湾
機
に
「
郭
工
田
孫
作
」
等
と
あ

り
(
『
考
古
輿
文
物
』
一
九
八
九
|
六
)
、
建
初
二
年
(
七
七
)
萄
郡
西

工
官
製
作
銅
剣
に
「
王
惰
造
」
「
直
千
五
百
」

(『文
物
』

一
九
七
九

!
七
)
と
あ
り
、
貌
正
始
二
年
(
二
四
一
)
左
向
方
製
作
湾
機
に
「
耳

匠
馬
康
、
師
王
丙
」
(
『
考
古
奥
文
物
』

一
九
九

O
一
ニ
)
と
見
え
、

名
だ
け
で
は
な
く
姓
を
記
し
て
い
る
の
も
こ
の
動
向
と
関
わ
り
、
ま
た

「
直
千
五
百
」
は
工
官
製
作
銅
剣
が
販
資
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と

み
ら
れ
る
。

(
臼
)
川
勝
義
雄
『
六
朝
貴
族
制
社
舎
の
研
究
』
岩
波
書
庖
、
一
九
八
二

年。

(
臼
〉
高
敏
前
掲
論
文
。

(
侃
)
漬
口
重
園
「
雨
漢
の
中
央
諸
軍
に
就
い
て
」
(
一
九
三
九
年
初
出
。

『秦
漢
惰
唐
史
の
研
究
』

上
、
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
六
六
年
、
所

牧)。

九
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THE DEVELOPMENT OF MANUAL INDUSTRIES AND

THE VICISSITUDES OF GOVERNMENT WORKSHOPS

　　　

（ＧＯＮＧGUAN 工官）ＩＮTHE QIN AND HAN

　　　　　　　　　　　　　

DYNASTIES

Yamada Katsuyoshi

　　

This paper is ａ consideration concerned with the vicissitudesof the

structure and of the labor organization of the centraland local Government

Workshops (gong guan 工官）in the Qin and Han dynasties.　The

conclusions are as follows:

　　

During the Qin dynasty, the period when the Government Workshop

system

　

was

　

established,the Workshops　were　controlled　by　the　Privy

Treasury (Shao fu 少府）.This system was continued during the Former

Han dynasty. The Qin dynasty unified China in 221 B.C.E., and they

also reorganized the weapon manufacturing systems in the other siχstates.

As ａ result,workmen (gong工) all over the country were freed from

various restraintsand were thus able to form ａ driving force behind the

development of private manual industries. Under the militaristicstructures

of the Qin and Former Han dynasties, however, many central and local

Government Workshops were　assigned to producｅ　ｗeapons, vessels and

other items for imperial and military ｕSe｡

　　

In the Later Han period, after the era of Wang Mang, the number of

government workshops decreased, and another type of governmental ｏ伍ce,

the Office of Work (gong guan工官), was establishedin local districts.

This ｏ伍ce was in charge of levying tａχes.　Latein the period of the

Former Han dynasty patrimony became predominant in areas of skilled

work, and actual work skillsbecame limited toａ few people. In addition,

the overall decline in commerce and industry caused ａ decrease in the

number of workmen. In this conteχt，hierarchicalrestraintson workmen

came

　

to be　enforced　during　and　after　the　Three　Kingdoms　period.

１


